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本書の読み方 


本書で使用している記号や表記には、次のような意味があります。 

•記号について 



_ 


人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示します。 


び 

注意 


操作中に気を付けていただきたい内容です。必ずお読みください。 


■ 

メモ 


補足事項や、参考となる情報を説明しています。 


•表記について 


本製品 

CG-WLBARAG2 を指します。 

「」-「」-「」 

「」で囲まれた項目を順番に選択することを示します。 

[] 

[] で囲んである文字は、画面上のボタンを表します。 

例： l[ ：：：： 0K；：：：：]| - 「 0K1 


參正式名称について 

本書で使用しているソフトウェア名の正式名称は以下のとおりです。 


〈 Windows 〉 

Windows®.Microsoft® Windows® Operating system 

Windows® XP.Microsoft® Windows® XP Home Edition operating system および 

Microsoft® Windows® XP Professional operating system 

Windows® 2000 .Microsoft® Windows® 2000 Professional operating system 

Windows® Me.Microsoft® Windows® Millennium Edition operating system 

Windows® 98SE.Microsoft® Windows® 98 Second Edition operating system 


參イラスト、画面について 

本文中に記載のイラストや画面は、実際と多少異なることがあります。 
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外部にサーバを公開するには . 

•バーチャル • サーバを使用する . 

•ダイナミック DNS を使用して URL でアクセスする . 

マルチ PPPoE で2つの接続先を使い分けるには . 

•プ□バイダとフレッツ • スクウェアに接続する . 

籲フレッツ • コネクト （ NTT 東日本）を利用する . 

籲フレッツ.コミュニケーション （ NTT 西日本）を利用する 
•複数固定 IP サービスを利用するには （ Unnumbered 利用) 

その他のルーティング設定例 . 

• スタティックルートの設定 . 

• RIP の設定 . 

本製品を無線アクセスポイントとして使用するには . 

PART5 トラブ J レや疑問があつたら . 

解決のステップ . 

取扱説明書や契約書を再確認する/管理者に確認する . 

Q&A . 

籲インターネットに接続できない . 

•パソコン同士がつながらない . 

•本製品の設定ユーティリティが起動しない . 

•本製品の設定ユーティリティに□グインできない . 

籲ファームウェアのアップデートに失敗した . 

•パソコンの IP アドレスを調べたい . 

籲本製品の□グイン名（ユーザ名）、パスワードを変更したい 

•最新のファームウェアを入手してアップデートしたい . 

•本製品の設定のノ（ックアップを取る/元に戻す . 

•本製品を再起動する . 

籲本製品を工場出荷時の状態に戻す . 

コレガのホームページの情報を活用する . 

MAC アドレスについて . 

おことわり . 
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PART 



まず準備が必要 


使用環境を確認する 


ック1〕 

-J プロバイダとの契約、工事は完了していますか？ 

本製品を使ってインターネットに接続するには、フレッツ • ADSL 、 B フレッツなどの回線を使ったインター 
ネット接続サービスへの加入が必要です。また、プ□バイダによる工事が完了するまでは、インターネット 
への接続はできません。 

ック 2) 

-J モデムやケーブルはそろつていますか？ 


回線と接続するには、回線の種類に応じたモデムなどが必要になります。また、回線への接続が正しくでき 
ているか、確認してください（確認方法については、ご契約のプ□バイダにお問い合せください）。また、本 
製品とパソコンを接続するには、 LAN ケーブルが必要になります。 LAN ケーブルを購入される場合は、カテ 
ゴリ5以上の LAN ケーブルをご購入ください（弊社製の LAN ケーブルをおすすめいたします)。 

ック 3) 

-J 設定に必要な情報は準備できていますか？ 

本製品の設定を行う際に、各サービス別に次の情報が必要です。プ□バイダとの契約時に情報が提供されま 
すので契約書類などで確認し、メモしておいてください。不明な場合はご契約のプ□バイダにお問い合わせ 
ください。 

■ PPPoE 接続の場合（フレツツ • ADSL / B フレツツなど） 

- ユーザ 名 
• パスワード 

-サービス名（プ□バイダから指定された場合のみ） 

• DNS サーバの IP アドレス（プ□バイダから指定された場合のみ） 

■ DHCP を利用する場合 (Yahoo! BB/CATV など） 

• コンピュータ名（プ□バイダから指定された場合のみ） 

• DNS サーバの IP アドレス（プ□バイダから指定された場合のみ） 

■固定 IP アドレスで接続する場合（固定 IP サービス） 

• WAN 側の IP アドレス 
• サブネツトマスク 

• ゲートウェイアドレス 

• DNS サーバの IP アドレス 

1 ^ 1 上記の名称は、プロバイダによって異なる場合があります（例：ユーザ名—アカウント、ユーザ 
mi ID、 ログイン ID など）。ご不明な点は、ご契約のプロバイダに確認してください。 














(^1 ック4〕 

_1 バソコンの環境はそろつていますか？ 

■ LAN ポート （ 1 OBASE-T / 1 OOBASE-TX ポート） 

パソコンに LAN ポートがない場合は、ご利用のパソコンに合わせ、次のいずれかの方法で LAN ポートを増 
設してください。増設方法については、パソコン、または LAN ボード、 LAN カード、 LAN アダプタの取扱 
説明書をご覧ください。 

• 拡張ス□ット （ PCI バスまたは ISA バス）に LAN ボードを取り付ける 

• PC カードス□ットに LAN カードを取り付ける 

• USB コネクタに LAN アダプタを取り付ける 

■ 0S 

本製品は 、 Windows XP / 2000 / Me /98 SE など、 TCP / IP をサボートする OS に対応しています。 


■ Web ブラウザ 

本製品の設定は、 Web ブラウザ（フレームに対応しているもの）で行います。パソコンに Microsoft Internet 
Explorer 5.5 以降がインス I -ールされているか、確認してください。 

本製品の設定は Windows 環境で設定してください。 

注意 


本製品の機能 


本製品には、次のような機能があります。 

• フレッツ _ ADSL / B フレッツ対応 

• WAN ポートは1 OBASE-T / 1 00 BASE - TX 対応 

• NAT / IP マスカレード機能で、複数のパソコンから同時にインターネット接続可能 

• 2つのルーティング方式（スタティック、 RIP ) に対応 

• DHCP クライアント/サーバ機能で簡単導入 

• セットアップウィザードによる簡単インターネット接続 
• 簡単 Web 設定 

• パソコンデータベースによるユーザ管理が可能 
• 詳細なアクセス制限が可能 

• E - Mail 機能にて□グ情報を送信可能 

• NTP に対応 

• DDNS (ダイナミック DNS ) 対応 

• Web 管理ツールによりファームウェアのアップグレードが可能 

• UPnP 、 NetMeeting N MSN Messenger などに対応 

• 米国 Atheros Communications ， Inc . による Super A / G TM 、extended Range ( XR ) 機能を搭薩 
• 無線通信時のセキュリティが簡単に設定できる、米国 Atheros Communications , Inc . による 
JUMPSTART ™ 機能を搭載 

• 旧 EE 802.1 la 通信時における国際標準規格 (8 ch ) をサポート 
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PART 


ネツトワークに接続しよう 


パソコンのネットワーク設定をしよう 


本製品を利用してインターネット接続ができるように、ご使用になるパソコンのネットワーク設定を行いま 
す。次の内容を確認してください（確認と設定の方法は、 0 S の種類など、ご使用になるパソコンの環境によ 
り異なります）。 

• ネットワークアダプタの設定 
• TCP/IP の設定 


•Windows XP で利用するときは 


Jf ] この作業は「コンピュータの管理者」または同等の権限をもつユーザ名でログオンして行ってく 
mi ださい。ユーザ権限については、 os の取扱説明書をご覧ください。 

■ネットワークアダプタの状態を確認する 

パソコンに取り付けられたネットワークアダプタが正常に動作しているか、「デバイスマネージャ」で確認し 
ます。 


1「スタート」一「マイコンピュータ」を右クリックし、メニューの「プ□パテイ」をクリックします。 

2 「八ードウエア」タブをクリックし、[デバイスマネージャ]をクリックします。 

3 「デバイスマネージャ」画面の「ネットワークアダプタ」をダブルクリックします。 

4 ネットワークアダプタの名称が表示されていることを確認します。 



ネットワークアダプタ 
※実際に表示される名称は、ご使用に 
なっているネットワークアダプタの 
メーカ、機種によって異なります。 


7^1「X」や「！」マークが表示されている場合、ネットワークアダプタは正常に動作していません。 
^1ネットワークアダプタの取扱説明書をご覧いただき、正常な状態にしてください。 
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■ TCP / IP プロトコルを確認する 


1「スタート」一「コント□ールパネル」をクリックします。 

2 「コント□ールパネル」の「ネットワークとインターネット接続」をクリックします。「ネットワーク 
とインターネット接続」が表示されていない場合は、画面左側の「カテゴリの表示に切り替える」を 
クリックしてください。 

3 「ネットワーク接続」をクリックします。 

4 「□一カルエリア接続」を右クリックし、メニューから「プ□パティ」を選択します。 

5 「全般」タブの「インターネットプロトコル（ TCP / IP )」にチェックが入っているか確認します。 


-□一カルIリア接 g のブ D パテイ 


全般 liSK B 細設定 
掊続の方法： 




a FEther PCI-TKC Ethei 


この格続は)欠の頂目を使用します®: 

0 BMicrosoft ネ'クトワーク用クライアント 
0專 Microsoft ネ9トワ-り用ファイルとブリン$共有 

V- alQoF, 


M 『インターネットブロトコル (TCP/IP) 1 


インストール妙... ) 


則除 ( U ) 


I プロパティ® I 


ルです。 


□ 掊続畤(こ通知領域(こインジケ-饨表示する㈣ 


j 匚キやンセル ] 


■ネットワークアダプタ 
※実際に表示される名称は、ご使用に 
なっているネットワークアダプタの 
メーカ、機種によって異なります。 


■チェックマークが入っていることを確 
認してください。 


6 「インターネットプロトコル ( TCP / IP ) J を選択し、[プ□パティ]をクリックします。 

7 「全般」タブの 「 IP アドレスを自動的に取得する」と 「 DNS サーバーのアドレスを自動的に取得する」 
を選択し、[詳細設定]をクリックします。 



①この項目を選択します。 


②[詳細設定]をクリックします。 

















































































8 「 TCP / IP 詳細設定」画面の 「 DNS 」 タブをクリックし、「この接続のアドレスを DNS に登録する」 
のチェックを外します。 



①ここをクリックします。 


②この項目のチェックマークを外し 
ます。 


^1プロバイダからドメイン名も指定されている場合は、「以下の DNS サフィックスを順に追加す 
る」を選択し、[追加]をクリックして指定されたドメイン名を入力してください。 



①この項目を選択します。 


②[追加]をクリックして指定されたド 
メイン名を入力します。 


9 「 TCP / IP 詳細設定」画面の [0 K ] をクリックします。 


10「インターネットプロトコル （ TCP / IP ) のプ□パティ」画面の [0 K ] をクリックします。 


11「□一カルエリア接続のプ□パティ」画面の[閉じる]をクリックします。 
12再起動を促すメッセージが表示された場合は再起動します。 

■メ ッセージが表示されなかった場合も手動で再起動してください。 


次に 「 Web ブラウザの設定をしよう」 （ P .18) に進みます。 





























































•Windows 2000で利用するときは 

この作業は、 「 Administrator 」 または同等の権限を持つユーザ名でログインして行ってください。 
ユーザ権限については、 0 S の取扱説明書をご覧ください。 


■ネットワークアダプタの状態を確認する 

パソコンに取り付けられたネットワークアダプタが正常に動作しているか、「デバイスマネージャ」で確認し 
ます。 



1デスクトップにある「マイコンピュータ」を右クリックし、メニューの「プ□パテイ」をクリックし 
ます。 

2 「八ードウエア」タブをクリックし、[デバイスマネージャ]をクリックします。 

3 「デバイスマネージャ」画面の「ネットワークアダプタ」をダブルクリックします。 

4 ネットワークアダプタの名称が表示されていることを確認します。 



ネットワークアダプタ 
※実際に表示される名称は、ご使用に 
なっているネットワークアダプタの 
メーカ、機種によって異なります。 


「 X 」や「！」マークが表示されている場合、ネットワークアダプタは正常に動作していません。 
km ] ネットワークアダプタの取扱説明書をお読みになり、正常な状態にしてください。 


■ TCP / IP プロトコルを確認する 


1「スタート」一「設定」一「ネットワークとダイヤルアップ接続」をクリックします。 

2 「□一カルエリア接続」を右クリックし、メニューの「プ□パティ」をクリックします。 



@指定された接続のブロパティを表示します。 


①「□—カルエリア接続」を右クリック 
します。 


②「プ□ノ V ° ティ」をクリックします。 

※「□一カルエリア接続」の名称はご使 
用のパソコンの環境により異なる場 
合があります。 
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3 「インターネットプ□トコル（ TCP / IP )」が有効になっていることを確認します。 



4 「インターネットプロトコル ( TCP / IP ) J を選択し、[プ□パティ]をクリックします。 

5 「 IP アドレスを自動的に取得する」と 「 DNS サーバーのアドレスを自動的に取得する」を選択し、[詳 
細設定]をクリックします。 



①この項目を選択します。 


②[詳細設定]をクリックします。 
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6 「 TCP / IP 詳細設定」画面の 「 DNS 」 タブを選択し、「この接続のアドレスを DNS に登録する」の 
チェックを外します。 



①ここをクリックします。 


②この項目のチェックマークを外し 
ます。 


プロバイダからドメイン名も指定されている場合、「以下の DNS サフィックスを順に追加する」 
km ] を選択し、[追加]をクリックして指定されたドメイン名を入力してください。 



① この項目を選択します。 

② [追加]をクリックして指定されたド 
メイン名を入力します。 


7 「 TCP / IP 詳細設定」画面の [0 K ] をクリックします。 

8 「インターネットプロトコル （ TCP / IP ) のプ□パティ」画面の [0 K ] をクリックします。 

9 「□一カルエリア接続のプ□パティ」画面の [0 K ] をクリックします。 

10再起動を促すメッセージが表示された場合は再起動します。 


■^1 メッセージが表示されなかった場合も手動で再起動してください。 

メモ 


次に 「 Web ブラウザの設定をしよう」 （ P .18) に進みます。 
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■ TCP / IP をインス I -ールする 

TCP / IP がインス I -ールされていなかった場合は、次の手順でインストールしてください。 


1「スタート」一「設定」一「ネットワークとダイヤルアップ接続」をクリックします。 

2 「□一カルエリア接続」アイコンを右クリックし、メニューの「プ□パティ」をクリックします。 

3 「□一カルエリア接続のプ□パティ」画面で[インストール]をクリックします。 

4 「ネットワークコンポーネントの種類の選択」画面が表示されたら「プロトコル」を選択し、[追加]をク 
リックします。 

5 「ネットワークプロトコルの選択」画面が表示されたら「インターネットプロトコル（ TCP / IP )」を選択 
し、 [0 K ] をクリックします。 



① 「インターネットプロトコ J レ ( TCP / 
IP )」 を選択します。 

② [0 K ] をクリックします。 


6 「□—カルエリア接続のプ□パティ」画面で「インターネットプロトコル（ TCP / IP )」が有効になってい 
ることを確認し、 [0 K ] をクリックして画面を閉じます。 

7 再起動を促すメッセージが表示された場合は再起動します。 

■^1 メッセージが表示されなかった場合も手動で再起動してください。 

i モ 


インス!ルが完了したら、 「 TCP / IP プロトコルを確認する」の手順4 ( P . l 1〜）からの設定を行ってく 
ださい。 
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•Windows Me /98 SE で利用するときは 

■ネットワークアダプタの状態を確認する 

パソコンに取り付けられたネットワークアダプタが正常に動作しているか、「デバイスマネージャ」で確認し 
ます。 


1デスクトップにある「マイコンピュータ」を右クリックし、メニューの「プ□パテイ」をクリックし 
ます。 


2 「デバイスマネージャ」タブをクリックし、表示された八ードウエアデバイスの一覧から「ネットワー 
クアダプタ」をダブルクリックします。 

3 ネットワークアダプタの名称が表示されていることを確認します。 



ここをクリックします。 


ネットワークアダプタ 
※実際に表示される名称は、ご使用に 
なっているネットワークアダプタの 
メーカ、機種によって異なります。 


• rx 」 や r !」マークが表示されている場合、ネットワークアダプタは正常に動作していませ 
ん。ネットワークアダプタの取扱説明書をお読みになり、正常な状態にしてください。 

•「 Microsoft 仮想プライべ一トネットワークアダプタ」「ダイヤルアップアダプタ」などのアダ 
プタ名が表示されていることがありますが、これらは本製品で使用するネットワークアダプタ 
と関係ありません。 


■ TCP / IP プロトコルを確認する 

ここでは例として Windows Me を使用していますが 、 Windows 98 SE をご使用の場合も手順は同様です。 


1「スタート」一「設定」一「コント□ールパネル」をクリックします。 

2 「コント□ールパネル」の「ネットワーク」をダブルクリックします。 

[ 2 >\ Windows Me の場合、よく使うコントロールパネルのオプシヨンだけが表示されているときは、 
湖 「すべてのコントロールパネルのオプションを表示する。」をクリックすると、「ネットワーク」 
が表示されます。 
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3 「ネットワークの設定」タブの「現在のネットワークコンポーネント」欄に 「 TCP / IP -> XXXXX (ネッ 
トワークアダプタ名)」が表示されていることを確認します。 



※画面は例です。 

•「 TCP / IP - >」の横に表示される名 
称は、ご使用になっているネットワー 
クアダプタのメーカ、機種によって異 
なります。 

• ダイヤルアップアダプタがない場合 
は「インターネットプロトコル 
( TCP / IP )」、「 TCP / IP 」などと表示さ 
れる場合もあります。 


7^1 「 TCP / IP —〉 XXXXX (ネットワークアダプタ名）」が表示されていなかった場合は、 「 TCP / IP を 
インストールする」 （ P .17) をご覧ください。 


4 「現在のネットワークコンポーネント」の一覧から 「 TCP/IP —> XXXXX (ネットワークアダプタ名)」 
を選択し、[プ□パティ]をクリックします。 



① ご使用のネットワークアダプタ名が 
表示されているものを選択します。 

② [プロパティ]をクリックします。 


7^1 「 TCP / IP —〉 XXXXX (ネットワークアダプタ名）」が複数表示されている場合は、ご使用になる 
觀 ネットワークアダプタを選択します。 
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5 「 IP アドレス」タブの 「 IP アドレスを自動的に取得」を選択します。 



①この項目を選択します。 


2 


プロバイダからドメイン名も指定されている場合、 「 DNS 設定」タブで 「 DNS を使う」を選択 
し、「ドメインサフィックスの検索順」の欄に指定されたドメイン名を入力して[追加]をクリッ 


クしてください。 








パインド|詳細設定丨 NetBIOsf DNS 設定||^一トウ:[イ丨 WINS 設定| IP アドレス| 
r DNS 奄使ゎない q ) - 

rif ? DNS を使う (£>] _ a - 


ホスト ( tf : 1 ドメイン「 


① 「 DNS 設定」タブをクリックします。 


② 「 DNS を使う」を選択します。 


DNS サ-パ-の検索腦 


ドメインサフィ、>5スの検索胴| 



追加⑻ 


則除 ( E ) 


[ 励 

肖||除⑽ 


③ドメイン名を入力します。 

※画面は例です。実際にはプ□バイダか 
. ら指定されたドメイン名を入力して 

ください。 

1 —④[追加]をクリックします。 


r ok - Ti 


キャンセル i 


⑤ [0 K ] をクリックします。 


6 「 TCP / IP のプロパティ」画面の [0 K ] をクリックします。 

7 「ネットワーク」画面の [0 K ] をクリックします。 

Windows の OS 用ディスクを入れるようにダイアログが表示された場合は、 CD - ROM ドライブ 
(もしくはフロッピーディスクドライブ）に Windows の OS 用ディスクを揷入し、メッセージに 
したがって操作します。操作後、再起動を促すメッセージが表示されたら再起動します。 

次に 「 Web ブラウザの設定をしよう」 （ P .18) に進みます。 
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■ TCP / IP をインス I -ールする 

TCP / IP がインス I -ールされていなかった場合は、次の手順でインストールしてください。 


1「スタート」一「設定」一「コント□ールパネル」をクリックします。 

2 「コント□ールパネル」にある「ネットワーク」をダブルクリックします。 

3 「ネットワーク」の画面で、[追加]をクリックします。 

4 「ネットワークコンポーネントの種類の選択」画面で「プ□トコル」を選択し、[追加]をクリックし 
ます。 


5 「ネットワークプロトコルの選択」画面の「製造元」で 「 Microsoft 」 を選択し、「ネットワークプロ 
トコル」の一覧から「 TCP / IP 」を選択して [0 K ] をクリックします。 



① 「 Microsoft 」 を選択します。 


②「 TCP / IP 」を選択します。 


③ [0 K ] をクリックします。 


6 「現在のネットワークコンポーネント」の一覧に 「 TCP/IP _>XXXXX (ネットワークアダプタ名)」 
が追加されていることを確かめます。 



※画面は例です。 

•「 TCP / IP - >」の横に表示される名 
称は、ご使用になっているネットワー 
クアダプタのメーカ、機種によって異 
なります。 

• ダイヤルアップアダプタがない場合 
は「インターネットプロトコル 
( TCP / IP )」、「 TCP / IP 」などと表示さ 
れる場合もあります。 


7 [0 K ] をクリックして「ネットワーク」画面を閉じると、再起動を促すメッセージが表示されますの 

で再起動します。 


■^1 メッセージが表示されなかつた場合も手動で再起動してください。 


インス!ルが完了したら、 「 TCP / IP プロトコルを確認する」の手順4 ( P .15 〜）からの設定を行ってく 
ださい。 
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Web ブラウザの設定をしよう 


本製品を利用できるように、 Web ブラウザの設定を行います。ここでは 、 Internet Explorer 6.0 の場合の 
設定方法を例に説明しています。その他の Web ブラウザの場合は、 Web ブラウザのヘルプなどをご覧くだ 
さい 0 


1 Internet Explorer を起動し、「ツール」一「インターネットオプション」をクリックします。 

2 「インターネットオプション」画面が表示されたら「接続」タブをクリックします。 

3 「 LAN の設定」をクリックします。 

4 「口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) の設定」画面で、「設定を自動的に検出する」、「自動構成スク 
リブトを使用する」、 「 LAN にプロキシサーバーを使用する」のチェックマークを外します。 



この項目のチェックマークを外します。 


5 [0 K ] をクリックします。 

6 「インターネットオプション」画面で [0 K ] をクリックします。 
次に「パソコンと本製品を接続しよう」（次ページ）に進みます。 
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バソコンと本製品を接続しよう 


參本製品を設置する場所について 

-本製品に同梱されている「はじめにお読みください」をご覧いただき、使用時の注意等についてご確認 
ください。 

• 本製品の側面にある通気口は、放熱のため塞がないでください。 

• 本製品を安定させて設置する場所が見つからない場合は、付属の縦置きスタンドを本製品に取り付ける 
ことで、本製品を立てて設置できます。取り付け方法は、本製品に同梱されている「はじめにお読みく 
ださい」をご覧ください。 

■設置に適した場所 

• 水平で落下の恐れがない場所（机の上など） 

• 風通しのよい涼しい場所 

■設置に適さない場所 

• 直射日光が当たる場所 
• 暖房器具の近くなど 
-高温多湿でホコリの多い場所 
• パソコンやモデムなど、発熱する機器の上 


•本製品の電源を入れるには 

■本製品の電源の取り方 

本製品の電源は、たこ足配線などを避け、他の機器と別系統で取るようにしてください。必ず付属の専用 AC 
アダプタを使用し、 AC 100 V の電源コンセントに接続してください。それ以外の AC アダプタやコンセント 
を使用すると、発熱による発火や感電の恐れがあります。 

■本製品の電源の入れ方/切り方 

本製品背面の DC ジャックに AC アダプタの DC プラグを接続し、電源プラグを電源コンセントに差し込む 
と電源が入ります。 AC アダプタの電源プラグを電源コンセントから抜くと電源が切れます。 

Tfl • 本製品には電源スイッチがありません。電源プラグを電源コンセントに接続した時点で、電源 
km \ が入りますのでご注意ください。 

• AC アダプタの電源プラグを電源コンセントに差し込んだまま DC プラグを抜かないでくださ 
い。感電事故を引き起こす恐れがあります。 
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鲁パソコン、モデムと本製品を有線で接続する 

本製品とモデム、パソコンなど、ネットワーク接続する機器を LAN ケーブルで接続します。 

观 無線での接続方法は、付属の「お使いの手引き」をご覧ください。 

i モ 


■推奨ケーブルについて 

すべてのケーブルが機器間を接続するのに適切な長さであることを確認します。本製品とパソコンを接続す 
る LAN ケーブルの長さは 100 m 以内にしてください。また、ケーブルは、 100 BASE - TX で接続する場合 
はカテゴリ5以上、 10 BASE - T で接続する場合はカテゴリ3以上の LAN ケーブルを使用してください。 

1本製品、モデムまたは回線終端装置、パソコンなどネットワーク接続する機器の電源をすべて切るか、 
電源コンセントから抜いてください。 

2 本製品背面の LAN ポートに LAN ケーブルを接続します（①)。 

3 LAN ケーブルのもう一方をパソコンの LAN ポートに接続します（②)。 

4本製品背面の WAN ポートに付属の LAN ケーブルを接続します（③)。 

5 モデムまたは回線終端装置のネットワークポート ( RJ -45) に LAN ケーブルのもう一方を接続します 

(④)。 

6 モデムまたは回線終端装置の電源を入れます。 

7 本製品背面の DC ジャックに専用 AC アダプタを接続します（⑤)。 

8 本製品の専用 AC アダプタをコンセントに接続し、本製品の電源を入れます（⑥)。本製品前面の電源、 
WAN の各 LED が点灯していることを確認します。 

9 バソコンの電源を入れます。 

10本製品前面の、ケーブルを接続した LAN 側のポートの通信状態 LED が点玎していることを確認しま 
す0 
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本製品の設定をしよう 


パソコンから本製品を使ってインターネットに接続できるように本製品の設定を行います。本製品の設定は 
Web ブラウザで行います。本製品に接続されているパソコンのうちの1台から設定作業を行ってください。 
Web ブラウザには Internet Explorer 5.5 以降をご利用ください。これ以外の Web ブラウザでは、正常に 
セットアップが行えない場合があります。推奨ブラウザについては、 P .6 の「チェック4」をご覧ください。 

本製品を設定する際には、本製品と設定用パソコンのみを接続して設定することをおすすめいた 
注意 I します。 


•簡単な接続方法 

インターネットに接続できるように最小限の設定をします。インターネットへの接続方式はご契約されたプ 
□バイダによって異なります。 P .5 の「チェック3」でメモした情報を準備してください。 

設定用パソコンでウイルス駆除ソフト、ファイアウォールソフトなどのセキュリティソフトが起 
動していると、本製品の設定に失敗することがあります。一時的にセキュリティソフトを停止さ 
せて本製品の設定を行い、設定作業が終了してから再度起動させてください。セキュリティソフ 
卜の停止、起動の方法は、セキュリティソフトの取扱説明書をご覧ください。 

1本製品に接続したパソコンで 、 Internet Explorer を起動します。 

2 Web ブラウザのアドレス入力欄に n 92.168.1.1」と入力し、キーボードの 「 Enter 」 キーを押し 
ます。 


2 


アドレス (£) ^1|192.163 .1.1 

^- —-入力します。 

3 ユーザ名とパスワードを入力する画面が表示されたら、ユーザ名の欄に 「 root 」 と入力し、 [0 K ] を 
クリックします。 



①この欄に 「 root 」 と入力します。 


② [0 K ] をクリックします。 



• 工場出荷時の状態では、ユーザ名は 「 root 」 に設定されています。パスワードは設定されてい 
ません。 

• ユーザ 名、パ スワー ドは変更できます。詳しくは「本製品のログイン名（ユーザ名）、パスワー 
ドを変更したい」 （ P .79) をご覧ください。 


4 設定ユーティリティが起動します。 
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5 


設定ユーティリティの左側にある[簡単設定]をクリックします。 


c ^ oreg ^) 

_J CG-WL8ARAG2 
|[ q 簡単設定 |_ 

Bf _ J シス亍ム該 


Wireless LAN 

日 


h.O Lftwais^ 

0 iftwaisg 

由. Cl 篷铒 7 勹打スポイ V 卜 
: C ] ス亍一今ス 
I ' D ヘルプ 
由 . q aaisff 


ユーサ s« 


インターネット接続後、ユーザー登録を行って 
I 、ただくと、こちらのページにてお客様が登録 
された商品の一覧やフ7— ムウ;！;アのアッブデ 
ート等の情報等ご確認できます。 

また、その他キヤンペーン情報も随時ご確認で 
きますので、ぜひご登錄ください。 


取扱綱• 〕本製品の詳細な設定については、弊社ホームべ 
ージより取扱説明書をダウンロードしてご覧く 
ださい。 


Fq and A "1 インターネット接続後、よくあるご質問につい 
— ての確認ができます。 

また、メールでのお問し、合わせ、ネットワーク 
の基本用語の解説もご覧になれます。 

弊社製品の設定等でお困りになられたときには 
ご覧ください。 


「 Logout J 本製品よりログアウトします。 


[簡単設定]をクリックします。 


6 「簡単設定」画面が表示されたら、[次へ]をクリックします。 


簡単設定 


? 単設定によつてインタ-ネツト接続への設定ができま 


インターネット接続に必要な資料を用意してください 


本製品とモデムが接続されてるのを確認し、「次へ〉」ボ 
タンをクリックしてください。 


K ;欠へ> |1 [ キャンセル 


-[次へ]をクリックします。 


7 「簡単設定ーインターネット接続 （ WAN 側設定)」が表示されたら、ご契約のプ□バイダの接続タイプ 
を選択し[次へ]をクリックします。 


簡単設定-インターネット接続 (WAN 側設定）_ 

インターネット接続への設定 (WAN 側設定)をしてぐ'； f さい。 


インターネットへの接続方法を適んでください。 



OI 咱動取得 (DHCP) 

〇 IP 固定設定 

© PPPoE (FLETS シリーズ） 


ス、キ刀众の ~ ?\ ~|パ、/パ'の十立々•士^" 7 / 



し矢ホ、」のノ u 八づメじ Jte： 航メづノ K 

クリックします。 


_| -②[次へ」をクリックします。 

[ < K 5 I [| 次へ〉]| [ キャンセル I 


■^1 接続タイプについては、次のページをご覧いただき、該当する接続方法を選択してください。 

メモ 
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⑤[次へ]をクリックします。 


<IP 自動取得 ( DHCP ) - Yahoo ! BB、CATV など〉 

プ□バイダや接続先のネットワーク（ルータ）から IP アドレスが特に指定されていない場合に選択し 
ます。 DHCP 機能を利用して、 IP アドレスが自動的に割り当てられます。 

〈 IP 固定設定一固定 IP サービスなど〉 

プ□バイダや接続先のネットワーク（ルータ）から固定 IP アドレスを取得している場合に選択します。 

〈PPPoE ( FLET ' S シリーズ）ーフレッツ . ADSL 、 B フレッツなど〉 

PPPoE と呼ばれる接続手順を使ってインターネットに接続する場合に選択します。プ□バイダより 
ユーザ名とパスワードが割り当てられます。本製品ではプ□バイダの情報を設定ユーティリティに登 
録すると、「フレッツ接続ツール」などを使用せずに自動的にインターネットに接続できます。 

8 接続タイプに応じて「簡単設定」の各項目を設定します。次の接続方法ごとの説明をご覧いただき、設 
定を行ってください。 

<「 IP 自動取得 （ DHCP )」 の場合〉 

「 IP 自動取得 （ DHCP )」 を選択した場合は、「簡単設定」で設定する項目はありません。 P .25 の手順9 
に進んでください。 

< rip 固定設定」の設定項目〉 

この画面は、下の表の入力例を使用した場合の例です。実際にはご使用の環境に合った値を設定して 


項目名 

入力例 

説明 

① WAN 側 IP アドレス 

12.34.56.78 

プ□バイダから指定された IP アドレスを入力し 
ます。 

②サブネツトマスク 

255.255 .255.0 

プ□バイダから指定されたサブネットマスクを 
入力しま T 。 

③ゲートウェイ 

12.34.56.1 

プ□バイダから指定されたゲートウエイの1 P ア 
ドレスを入力します。 

④ DNS サーバ1 

12.34.56.98 

□ ーカルに DNS サー J (を設置する場合、または 
プ□バイダから DNS サーノ（の IP アドレスを提 
供されている場合に入力します。 


設定が終わったら[次へ]をクリックします。 


<ださい。 


簡単設定-固定 ip アドレス 


インターネット接続への設定を手動でしてください。 

ブロバイダーからのデータを元に設定してください。 

IAIAMrtllTD-!7 k-l .つ. 1 1 1 1 1 1 1 1 

++ —J •ネ…卜っ-?わ. I I I I I ~ I 




卩卜 19++ — , \^i - I 1 1 1 1 11 I 




1 


1 <戻る ] |i 次へ> ii 1 キャンセル丨 


①②③④ 
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〈「PPPoE ( FLETS シリーズ)」の場合〉 

この画画よ、下の表の入力例を使用した場合の例です。実際にはご使用の環境に合った値を設定して 
ください。 

①接続 ユーザ 名、接続パスワードを入力、[次へ]をクリックします。 


簡単 設定 - PPPoE 


ブロバイダーからの資料を元に設定してください。 

ブロバイダーから届いた設定方法を元に接続ユーザー名と接続パスワードを入 
力してください。 

怯 往バ*7门 に.1 




1 


| <戻 s I It 次へ> || |キャンセル | 


① 

② 


④[次へ]をクリックします。 


項目名 

入力例 

説明 

①接続 ユーザ 名 

myname @ isp . ne.jp 

プ□バイダより指定された接続 ユーザ 名 
を入力します（プ□バイダによって呼び 
方が異なる場合があります)。 

②接続パスワード 

Password 02 

プ□バイダより指定された接続パスワー 
ド（プ□バイダによって呼び方が異なる 
場合があります）を入力します。画面上 
では「•」または「*」で表示されます。 
※入力可能な文字は、半角の英数字、記 
号で25文字までです。 

※厂”」および「”」以降に入力した文字 
は保存されません。 


②フレッツ • スクウェアをご利用になる場合はご利用地域（「東日本」もしくは「西日本」）を、利 
用しない場合は「利用しない」を選択します。 


簡単設定- PPPoE ( FLET * S シリーズ） 


■ スクウェアをご使用する場合は、ご利用の地域を選択してくださ 


い。 

フレッツ ■ スクウェア: 


接続 ユーザー 名： 
接続バスワード： 


1101 

本 

㈣ 本 


コ L 


n I キやンセル 


①選択します。 


②[次へ]をクリックします。 
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9 次の画面が表示されたら、[保存]をクリックします。 


簡単設定 

設定は完了しました。 

設定内容を保存するには「保存」ポタンをクリ 、 J 

テス ト結果 

:/クしてください。 













1 




1 < 戻 s 1 

|| (呆存 

|| 1 

終了 1 







[保存]をクリックします。 


10次のダイアログボックスが表示されたら [0 K ] をクリックします。 



[0 K ] をクリックします。 


11しばらくするとテスト結果が表示されるので、確認して[終了]をクリックします。パソコン、モデ 
ムと本製品の設定、接続に問題がなければ、テスト結果の欄に 「0 K 」 と表示されます。 


簡単設定 


設定は完了しました。 


設定内容を保存するには「保存」ボタンをクリックしてください, 
干フト结里 


掊続テストの準備中です... 

あと0秒お待ちください 

PPPoE 乜ッシヨン-1掊続は OK です 

PPPoE 乜ッシ g ン -2 接続は OK です 


[獅1 y 


①テスト結果が 0 K であることを確認 
しま T 。 


②[終了]をクリックします。 


P .24 の手順②で「利用しない」を選択した場合は次の画面になります。 


簡単設定 


設定は完了しました。 


設定内容を保存するには「保存」ポタンをクリックしてください。 
テスト結果 


接続テストの準備中です 
® と0秒お待ちくださ U 
PPPoE 乜ッシ a ン-丨招梡は OK です 
PPPoE 乜ッシ a ン -2 招続は未設定です 


[ <戻る ] [im ] 匚終了 ] 


7^1上の画面のように表示されなかった場合は、このページの操作9に戻り、再度テストを行ってく 
Ml ださい。それでも正常に終了しなかった場合は、「テストに失敗したときは」（次ページ）をご覧 
ください。 
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12 画面左の 「 CG - WLBARAG 2」 をクリックし、次の画面に戻ったら [ Logout ] をクリックします。 



丨 Q CG-WL8ARAG2 ] 


。 梅単諸宏 
由 Q シス亍ム設宝 

: Q LANffl 設定 
Q 冒 ANffl 設定 

SQ _篇アクセスボイ'ノト諸宏 
卜 C3 ス亍一勺ス 
i C 3 へルゴ 
0 〇3 譯 H 設定 


Wireless LAN 
日 xxrs 


インターネット接続後、ユーザー登録を行って 

-いただくと、こちらのページにてお客様が登錄 

された商品の一覧やフ7— ムウヱアのアッブデ 
ート等の情報等ご確認できます。 

また、その他キヤンペーン情報も随時ご確認で 
きますので、ぜひご登録ください。 


I 取扱_書」 本製品の詳細な設定については、弊社ホームべ 
ージより取扱説明書をダウンロードしてご覧く 
ださい。 


I QandAl インターネット接続後、よくあるご貿問につい 
一 ての確認ができます。 

また、メールでのお問い合わせ、ネットワーク 
の基本用語の解説もご覧になれます。 

弊社製品の設定等でお困りになられたときには 
ご覧ください。 


| Logout j ] 本製品よりログアウトします。 


① 「 CG - WL 巳 ARAG 2」 をクリックし 
ます。 


② [ Logout 」 をクリックします。 


13 Web ブラウザを終了します。 

• その他の設定項目については、 「 PART 3 設定ユーティリティを見てみよう」 （ P .28) をご覧く 
ださい。本製品のより高度な使用方法については、 「 PART 4 こんなときにはこの設定」 （ P .63) 
をご覧ください。 

• PPPoE セッションを同時に2つ使用する（マルチ PPPoE ) 場合には、「マルチ PPPoE で2つ 
の接続先を使い分けるには」 ( P .67) をご覧ください。 

■テストに失敗したときは 

テスト終了後、次のような画面が表示されたときは、メッセージの内容を確認して、再度ウィザードをやり 
直してください。 


2 


簡単設定 


設定は完了しました。 


設定内容を保存するには「保存」ボタンをクリックしてください, 
テスト結果 


掊皖テストの準備中です.… 

あと0秒お待ちください 

PPPoE 乜ッシ g ン -1 掊続は待機中です 

PPPoE セッション -2 掊続は持棵中です 


I く戻5 j I 保存 J 


上の画面が表示された場合、次のような原因が考えられます。 

-ユーザ名かパスワードの入力を間違えている 
プ□バイダからの契約書類などを確認して、正しく入力してください。 

• モデムと回線が正しく接続されていない 

モデムとスブリッタ、スブリッタとモジュラコンセントなどが正しく接続されているか、確認してくだ 
さい 0 
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インタ ネツトに接続してみよう 


パソコンと本製品の設定が完了したら、インターネットに接続できるか確認します。 

1本製品に接続したパソコンで 、 Internet Explorer などの Web ブラウザを起動します。 

2 Web ブラウザのアドレス入力欄に当社のホームぺージアドレス 「 http :// www . corega . co . jp /」 を入 
力し、キーボードの 「 Enter 」 キーを押します。 

3 ホームページが表示されます。 

ご契約のプロバイダによっては、設定後、インターネットに接続できるようになるまでに、時間 
がかかる場合があります。詳しくは、ご契約のプロバイダにお問い合せください。 

もし、インターネットに接続できなかった場合は、 「 PART 5 トラブルや疑問があったら」 （ P .74) をご覧く 
ださい。 


•他のバソコンを接続する場合 

本製品に接続したいパソコンが他にもある場合は、「パソコンのネットワーク設定をしよう」 （ P .7 )、rweb 
ブラウザの設定をしよう」 （ P .18)、 「パソコンと本製品を接続しよう」 （ P .19) をご覧いただき、同じ手順 
でパソコンの設定を行い、本製品の LAN 側ポートとパソコンを LAN ケーブルで接続してください。 

屬 無線での接続方法は、付属の「お使いの手引き」をご覧ください。 

メモ 


2 
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PART 


設定ユ _ テテイを見てみよう 


本製品を使っていて「高度な機能を使いこなしたい」、「設定ユーティリティの詳しい情報が知りたい」と思っ 
たときは、この PART で項目を探してください。 

設定ユーテイリテイの全体構成について 


f^G-WLBARAG2] •設定ユーテ ィ リティのもくじです .P.29 

単設定] …インターネットの設定をします .P.29 

ステム設定] …管理者の□グイン名やパスワード等の設定をします .P.30 

こ- [ファームウェア更新卜 ••ファームウェアの更新をします .P.31 

— |LAN 側設定1 •••バソコン側 (LAN) の設定をします .P.32 

••.インタ—ネット側 （WAN) の設定をします .P.32 

-4 無 線アクセスポイント設定] …802.11モードの選択や設定をします .P.38 

M 802.1 lb/g 設定"1 802.1 1 b/g の ESSID やチャンネルの設定をします .P.38 

H 802 .1 113融キュ U ティ設定| 802.11 b/g のセキュリティの設定をします .P.39 

-^802.1 la 設定"} .. 802.1 1 a の ESSID やチャンネルの設定をします .P.40 

H 802.1 la セキュリティ設定卜 802.11 a のセキュリティの設定をします .P.42 

— I アクセス制限I •••アクセス制限をするクライアントなどの設定をします .P.43 

— I ステータス| •••現在の各種システム情報を表示します .P.44 

— I ヘルプI •••各項目の説明を表示します .P.45 

H 詳細設定| •••詳細な設定をします .P.46 

p バーチ+ル • サーバー| •••公開するサーバがあるときに設定をします .P.46 

— シャル • アプリケーション| 

•••インターネットを使用するアプリケーションが動作しない場合ここで設定します .P.48 

— [^^ ••_LAN 上のパソコンに全ての入出カアクセス可能とします .P.49 

- H ダイナミック DNS| インターネット側からバーチャルサーバ等に接続できます .P.50 

— I セキュリデ^] …セキュリティ設定をします .P.51 

サーバを使用するときは設定をします .P.54 

— { PC データベース] …クライアントパソコンの IP アドレスを設定します .P.55 

—[5 ^ 表/司 …ログ情報を表示、書き換えをします .P.56 

クセス□グ| •••アクセス制限機能 (P.43) を使用してブロックされた情報をログに保存します .P.56 

〇 S アタックが発生した際、そのログを保存します .P.56 

インターネット接続ログ1 •••インターネット接続に関してのログを保存します .P.56 

ル ーティンク 1 —LAN 上に他のルータ等がある場合はここで設定します .P.57 

タティック| •••スタティック • ルーティングを使用するときに設定します .P.57 

^歹ミック （ RIP)| •.ダイナミック • ルーティングを使用するときに設定します .P.57 

H レポートI • ••設定されているすべてのルーティングリストを作成します .P.58 

そ の他各種 _ ••• その他、必要に応じて設定します .P.58 

アップ DNS| •••バックアップ用 DNS サーバがある場合は設定します .P.58 

•••本製品から自動的にログをメールで送信してお知らせすることができます .P.59 

_ |リモート1 …インタ—ネット (WAN 側）から本製品の設定をしたいときに設定します .P.60 

— |UPnPl .._UPnP を使用するとき設定します .P.61 

司… IPv6 ブリッジを使用する場合に設定します .P.61 


If ] 各項目の設定を変更した際は、必ず「システム設定」一「システム • リブート」の[実行]をク 
MJ リックし、本製品を再起動させてください。「システム.リブート」を実行しないと、設定変更 
内容が本製品に反映されなしヽ場合があります。 
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設定画面の各機能 


7^1-この PART での説明は、例を使用して説明しています。実際にはご使用の環境に合った値を入 
眞I 力してください。 

•各設定画面にある [HELP] をクリックすると、説明が表示されます。 

• 各設定画面の例は、 PPPoE 接続の画面です。 IP 自動取得接続や IP 固定接続では、画面が例と 
違う場合があります。 

• 設定変更を行った際は、各画面下にある[設定]または[更新]をクリックして、設定内容を 
保存してください。 


參 CG-WLBARAG2( トップページ） 

設定ユーティリティ起動時の画面です。ユーティリティの全体図を表示している（画面左側）他、インター 
ネットに接続後は[ユーザー登録]、[取扱説明書]、 [ Q & A ] を表示させることができます（画面右側)。終 
了時には [ Logout ] をクリックすると、画面を閉じることができます。 


(Jorega) 


Q CQ-9LSARAG2 
…儀 簡単設定 
日 内 シス亍ム設宝 

= フ— ムウ：！:ア更新 



Q ] DoS アタッ 
儀 イン今ーネット格痉□ラ 


Cl UPnP 使用ポー h 
IPyB 


Ulireless LHN 


「三ー ザ ー インターネット接続後、ユーザー登録を行って 

-いただくと、こちらのページにてお客様が登録 

された商品の一覧やファームウ: L アのアッブデ 
ート等の情報等ご確認できます。 

また、その他キャンペーン情報も随時ご確誌で 
きますので、ぜひご登 i 录ください。 


L 卿鞭 R J 本製品の詳細な SS 定については、弊社ホームべ 
ージより取扱説明書をダウンロードしてご覧く 
ださい。 


I QandA ] インターネット接続後、よくあるご貿問につい 

-ての確認ができます。 

また、メールでのお問し、合わせ、ネットワーク 
の基本用語の解説もご覧になれます。 

弊社製品の設定等でお困りになられたときには 
ご覧ください。 


f Logout J 本製品よリログアウトします。 


•簡単設定 

簡単なインターネット接続の設定を行います。設定の詳細については、 「 PART 2 ネットワークに接続しよう」 
の「本製品の設定をしよう」 （ P .21) をご覧ください。 
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•システム設定 

本製品のシステムを変更するときに設定します。変更した後は「システム • リブート」の[実行]をクリツ 
クします。 


システム設另 




管理者ログイン名 


管理者ログイン■バスワード 


バスワードの確認 


ip マスカ レー ド ■ テーブル 保持時間 


|URL ホーム 

ダイしラ T PPPoE 
p ター機能 
無線アクセスポイント機能 
JumpStart 
時間設定 

工場出荷時の状態へ戻す 


- 


コ分 (10 〜300)- 


| lcorega.nome 


—— 

^^6有効 


有効 v | _ 
- | fiSb 設定 < 

國 —— 


システム リブート 

|設定保存 
設定読込 


國 - 

I 闕 - 


画 - 


ファームウェア更新 - 


丨更新;） I 取消丨 [戻る] 


■① 


■③ 

■⑤ 

■⑬ 

■⑮ 


② 

④ 

⑥ 

⑧ 

⑱ 

⑫ 

⑱ 


項目名 

内容 

①管理者□グイン名 

本製品の管理者用の□グイン名を変更します。設定以降はこの□グイ 
ン名でユーテイリテイ設定を行います。 

※工場出荷時は 「 root 」 に設定されています。 

②管理者□グイン • 
パスワード 

本製品の管理者用のパスワードを設定します。空欄にした場合、設定 
変更するときにパスワードは入力不要です。 

※工場出荷時は設定されていません。 

③パスワードの確認 

確認のため、再度②で入力したパスワードを入力します。 

④ IP マスカレード • 
テーブル保持時間 

IP マスカレード • テーブルの保持時間を設定します。設定時間を長く 
することで、 FTP サーバ等への長時間の接続に対応します。通常のイ 
ンターネット接続等では設定する必要はありません。 

⑤ URL ホーム 

設定した URL を Web ブラウザのアドレス欄に入力すると、本製品の 
設定ユーテイリテイのトップページを表示させることができます。 

• アドレスには「」（ドット）を組み込んで3〜24文字以内で設定 
します。 

• 「」（ドット）はアドレスの先頭、末尾には使用しないでください。 

※工場出荷時は 「 corega . home 」 に設定されています。 

⑥ダイレクト PPPoE * 

有効にすると、本製品の PPPoE を使用せずに、パソコン（本製品に 
接続され、インターネットに接続できるパソコン）の PPPoE 接続ツー 
ルを使用して直接 PPPoE 接続します。無効にすると、常に本製品の 
PPPoE 接続機能を使用します。 

⑦ルーター機能 

「無効」に設定すると本製品を無線アクセスポイントとして使用するこ 
とがでぎます。 


※ PPPoE 

ブロードバンドネットワーク上で、 LAN 上の PPP によるダイヤルアップ機能を擬似的に実現させるソフトウェア 
のことです。 
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項目名 

内谷 

⑧無線アクセス 
ポイント機能 

本製品の無線アクセスポイントの使用の有無および無線 LAN の規格を 
設定します。「無線アクセス無効」に設定した場合、無線を使用するこ 
とができなくなります。また、「1 lg 有効」にした場合は802 .1 lb / 
g のみが、「1 la 有効」にした場合には 802.1 la のみが本製品と通 
信できます。 

※工場出荷時は nig 有効」に設定されています。 

⑨ JumpStart 

米国 Atheros Communications , Inc . が開発 • 提供する、無線 LAN 
セキュリティ設定技術です。ジャンプスタート対応の無線 LAN アダプ 
夕と併用することで、ユーザはより簡単に高セキュリティに守られた 
環境で通信することが可能となります。 

⑱時間設定 

• 自動設定にすると、上位のサーバを通して自動的に時刻を検出して設 
定します。 

• 手動設定にすると、「(西暦）年/月/日」と「時/分/秒」の設定が 
できます。設定した時刻は、本製品の電源を切るとリセットされます。 

⑨工場出荷時の状態 
へ戻す 

本製品で設定した項目をすべて工場出荷時の状態に戻します ( P .84) 。 
※今までの設定は消去されますので、実行する前に設定した内容は控 
えてお < ことをおすすめします。 

⑫システム • リブート 

本製品の設定を変更した後に実行します。[実行]をクリックすると、 

本製品が再起動し、設定した内容が反映されます （ P .83)。 

⑬設定保存 

本製品で設定した項目をパソコンにファイル形式で保存します。設定 
のバックアップ等にご使用ください （ P .82)。 

⑭設定読込 

⑬で保存した設定情報を読み込みます （ P .82)。 

⑮ファームウェア更新 

本製品のファームウェアを更新します。 


■フ ァーム ウェア 更新 

弊社のホームページから最新のファームウェアをダウン□ードしてパソコン内に保存することができます。詳 
しくは、「最新のファームウェアを入手してアップデートしたい」 （ P .80) をご覧ください。 



① 

② 

③ 


項目名 

内容 

①[参照] 

ダウン□ー ドなどで入手したファームウェアの保存先を選択するとき 
にクリックします。 

②[更新] 

本体のファームウェアの更新を開始します。 

③[取消] 

本体のファームウェアの更新を中断します。 


~ W \ -更新中は絶対に本製品の電源を切らないでください。 

km ] •更新中にブラウザの操作をすると、ファームウェアの更新は中断されます。 
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• LAN 側設定 

LAN 側の IP アドレス、サブネットマスクを設定します。 LAN 側の IP アドレスを変更したい場合に設定して 
ください。 


※1 :IP アドレス 

TCP/IP プロトコルを使ったネットワークで、コンピュータを識別するためのアドレスのことです。 
※2:サブネットマスク 

IP アドレスの先頭部分となり、 IP アドレスのネットワーク•アドレス部を増やす方法です。 

※3:インタ フエー ス 

2つのものの間で情報のやりとりを仲介するものです。 


• WAN 側設定 

WAN 側の IP 自動取得 （ DHCP ) / IP 固定、 PPPoE の設定を行います。設定変更をしたい項目をクリック 
してください。変更した後は「システム • リブート」を実行します。 


Yahoo ! 巳巳、 CATV など 

IP 自動取得 （ DHCP ) / IP 固定 （ P .33) 

フレッツ • ADSL 、 B フレッツなど 

PPPoE ( P .34) 


LA 晒設定 

AC アドレス —— 

^AN 側 IP アドレス [192]. [168]. n，n 

| サブネットマスク | [255~1 . [255 1 . 1 2551 .10 ~| 

|W[ |W| _ 


項目名 

内容 

① MAC アドレス 

本製品の LAN 側の MAC アドレスが表示されます。 

② LAN 側 IP アドレス※ 1 

本製品の LAN 側の IP アドレスを入力します。 IP アドレスの値は「0 
〜255」までの数字と「」（ドット）で入力します。 

※工場出荷時は n 92.168.1.1」に設定されています。 

③サブネットマスク※ 2 

本製品の LAN インタフェースのサブネットマスクを入力します。サ 
ブネットマスクの値は「〇〜255」までの数字と「」（ドット）で入 
力します。 

※工場出荷時は「255.255.255.0」に設定されています。 


①②㊉ 
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■ IP 自動取得 ( DHCP ) / IP 固定… Yahoo ! BB 、 CATV など 

IP アドレスの自動割り当てまたは、固定 IP を割り当てているプロバイダのみでご使用になれます。 


WAN 側設定 


1<51卩自動取得_)/_定] 


OPPPoE 


MAC アドレス 


タイブ 


ドメイン名 


ンビュータ名 

MTU 値 

|DNS サーバー~ 
|DNS サーバー 1 
|DNS サーバー： 


2 


IP 自動取得 ( DHCP )/ IP 固定 






C IP 自動収得 (DHCP) ©1 ド固定 - 

WAN 18 IJIP 7 ドレス： 

サブネットマスク： 

デフォルト*ゲートウェイ： 


lj . lJ . OLj - 
lJ-Ej-i _ ].Qj- 


■ 


- 


1500 I バイト （576 〜1500)- 


自動設定 © マニュアル設定 - 




• • • - 


I 設定] 丨取消| I 戻51 


■選択します。 


■① 

■②. 

■③_ 

■④ 


どちらかを選択します。 


■⑥ 

■⑦ 


■⑤ 


項目名 

内容 

① MAC アドレス 

本製品の WAN 側の MAC アドレスが表示されます。 

②タイプ/ IP 自動取得 
( DHCP ) 

特に IP アドレス等を指定されていないときは、自動取得にします。 

プ□バイダ ( ISP ) から自動的に IP アドレス、サブネットマスク、 
ゲートウェイ、 DNS アドレス等、インターネットに必要な情報を取得 
します。 

③タイプ/ IP 固定 

インターネット接続に必要な情報を指定されたとき、手動で設定しま 
す（次の項目は、 「 IP 固定」を選択した場合のみ表示されます)。 

• WAN 側 IP アドレス 

プ□バイダ ( ISP ) から割り当てられた IP アドレスを入力します。 

• サブネットマスク 

プ□バイダから割り当てられたサブネットマスクを入力します。 

-デフオルト • ゲートウェイ 

プ□バイダから割り当てられたゲートウェイアドレスを入力します。 

④ドメイン名 

プ□バイダから指定された場合ドメイン名を入力します（②を選択し 
た場合のみ表示されます)。 

⑤コンピュータ名 

プ□バイダから指定された場合コンピュータ名を入力します（②を選 
択した場合のみ表示されます)。 

⑥ MTU 値※ 1 

576から1500までの範囲で割り当てることができます。能力の高 
い接続環境であるほど高い数値を入れると速い速度で送信できます。 
接続環境に合わせて変更してください。 

⑦ DNS サーバー 

• 自動設定 

DNS サーバがの IP アドレスを知らされていないときや自動割り当 
ての場合に選択します。 

• マニュアル設定 

プ□バイダより DNS サーバの IP アドレスが指定されている場合に 
選択し、 IP アドレスを 「 DNS サーバ1」 「 DNS サーバ2」に入力 
します。 


※1: MTU 値 

1回の転送で送信できる最大値のことです。。接続環境によって適正値があり、どの環境でも「数値大=速い」という 
ことではありません。 Ethernet は1500、電話回線（ダイヤルアップ回線）は576が適正と言われています。 
※2: DNS サーバ 

インターネット上のパソコンの名前であるドメイン名を、住所にあたる IP アドレス (4 つの数字の列）に変換するコ 
ンピュータのことです。 
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■ PPPoE …フレッツ • ADSL 、 巳フレッツなど 

PPPoE アカウント（インターネットに接続する際に必要な ID ) の設定をします。 


側設3 


OIP 自動取得 ( DHCPVIP 固定 


©PPPoE 1 


■選択します。 


■① 


PPPoE 


セッション -1 設定 


セッション -2 設定 




Account-1](Account-2 ] [ Account-3 ) [ Account-4 」 [Account-b ] トゥント未删 


T 


T 


T 


T 


■② 


■③ 


I 設定] I 取消 j \ m ] 


項目名 

内容 

①セッション-1/-2設定 

WAN 側の PPPoE の設定を行います。 

② Account - 1〜5 

アカウントの名称を変更します。 

③接続先設定 

接続アカウントを使用する条件を設定します （ P .37)。 

例：フレッツ • コネクトを利用する場合 （ P .67) 


• セッション -1/-2 設定 

PPPoE を使用するときに設定します。設定前にプロバイダより指定された「ユーザ名」（接続ユーザ名）、「パ 
スワード」（接続パスワード）等をご確認ください。 

〈セッション - 1> 


_側設定 


OIP 自動取得 ( DHCPVIP 固定 


©PPPoE 


PPPoE /セッション -1 



セツシヨン遠択 I セ，ンシ3ン -1 vj . 


アカウント遘択 


MAC アドレス 


ユーザー 名 


パスワード 
バスワードの確認 
接続方法 


無通信時間監視 


I 値 


PPPoE サービス ■タイブ 


|ルーター IP 


|サブネットマスク 
|DNS サーバー ~ 


DMS サーバー 1 


DNS サーバー 2 


[^Account-1 selected マ画 - 




[myname^isp.ne.ip I - 


[常 B き接続 v - 


(0 〜60)- 


巳54]^イト（576〜 1492) 12] 自動調整一 


[PPP0E 


□- 


LJ- LJ- 


® 自動設定 〇 マニュアル設定- 


□- 




[ fej に取幻 I 


① 

② 

③ 

—④ 

⑤ 

—⑥ 

⑦ 

—⑧ 

⑨ 

—⑱ 

⑪ 

—⑫ 


⑬ 


⑱ ⑮⑯⑰ 
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項目名 

内容 

①セッシヨン選択 

上の画面を表示させるときは「セッション]」を選択します。 

②アカウント選択 

• 5つのアカウントを登録できます（「セッション1」で使用したアカ 
ウントは「セッション2」では使用できません）。 

• アカウントを選択して、④〜⑬までの設定を変更し、選択している 
アカウントに保存できます。またアカウント名の右側にある[設定] 

をクリックすると名称を変更できます。 

③ MAC アドレス 

本製品の WAN 側（インターネット側） MAC アドレスを表示します。 

④ユーザー名 

プ□バイダ （ ISP ) より指定されたアカウントのユーザ名または□グイ 
ン名を入力します。 

⑤パスワード 

プ□バイダより指定されたアカウントのパスワードを入力します。 

⑥パスワードの確認 

確認のため、再度⑤で入力したパスワードを入力します。 

⑦接続方法 

■常時接続 

常にインターネットへ接続します。何らかの原因で接続が切れた場 
合、自動的に再接続します。 

■トリガー接続 

インターネットへの接続が発生したときに、自動的に PPPoE 接続 
を行います。 

■手動接続 

手動で接続しない限りインターネット接続を行いません。接続する 
ときは 「 WAN 側設定」- 「 PPPoE 」- 「状態」（⑰）-「接続」の 
順にクリックして、接続してください。 

⑧無通信時間監視 

プ□バイダのアクセス • ポイントへの接続後、通信を行わなくなって 
から自動切断までの時間（分）を入力します（トリガー接続、手動接 
続のときのみ)。 

⑨ MTU 値 

「有効」にすると、 MTU 値が自動的に調整されます。「無効」にすると、 
576バイトから1492バイトの範囲で設定できます。 

⑱ PPPoE 
サービス • タイプ 

使用する PPPoE のサービスタイプを選択してください。 

■ PPPoE (セッション2設定可） 

通常のマルチ PPPoE 接続で通信します。 

■ Unnumbered IP (セッション2使用不可） 

複数のグローバル IP 〜 を使用するサービスを利用する際に使用しま 
す。 

• ルータ IP とサブネットマスクは、本製品の IP アドレスとして同 
じアドレスが WAN 側/ LAN 側に設定されます。 

• グローバル IP を LAN 側（パソコン側）で使用するときは 、 LAN 
側（パソコン側）でグローバル IP を固定で設定してください。 

■ Unnumbered IP+Private IP (セッション2使用不可） 

複数のグローバル IP とプライベート IP * 2 を同時に使用することが 
でぎます。 

• Unnumbered IP 設定に対してルータ IP を設定することで本製品 
のグ□ーバル IP を使って IP マスカレード《機能を使用すること 
がでぎます。 

• グローバル IP を LAN 側（パソコン側）で使用する場合は 、 LAN 
側（パソコン側）でグローバル IP を固定で設定してください。 


※1 :グ□ーバル IP 

インターネットで使用される IP アドレスのことです。グローバル IP アドレスとも呼びます。 

※2:プライべ一卜 IP 

イントラネットや LAN 組織内で自由に発行できる IP アドレスのことです。プライべ一卜 IP アドレスとも呼びます。 
※3: IP マスカレード 

グローバル IP を企業等で1つ持ち、複数のパソコンで共有する機能です。企業内で持つプライべ一卜 IP とグローバ 
ル IP を相互に変換することで実現できます。 
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項目名 

内容 

⑪ルータ IP 

プ□バイダから割り当てられた IP アドレスを入力してください（⑱で 
Unnumbered IP および Unnumbered IP+Private IP を選択した時 
のみ)。 

⑫サブネットマスク 

プ□バイダから割り当てられたサブネットマスクを入力してください 
(⑱で Unnumbered IP および Unnumbered IP+Private IP を選択 
した時のみ)。 

⑬ DNS サーバー 

プ□バイダから指定された DNS サーバの IP アドレスを入力します。 
■自動設定 

DNS サーバの IP アドレスが自動割り当ての場合に選択します。 
※サーバの値は自動的に設定されます。 

■マニュアル設定 

プ□バイダから DNS サーノ（の IP アドレスを指定されている場合に 
選択し、 IP アドレスを入力します。 

⑭[設定] 

設定変更をした際、保存するときにクリックします。 

⑮[取消] 

設定変更を取消したいとき、[設定]をクリックする前に限り、現在の 
設定変更する前の状態までキャンセルすることができます。 

⑯[戻る] 

「 PPPoE 」 画面に戻ります。 

⑰[状態] 

本製品の現在の状態を表示します。⑦の「接続方法」を「手動接続」に 
しているときは、[状態]をクリックして 「 PPPoE 1管理」開き、[接 
続]をクリックします。 


〈セッション -2> 


WAN 側設定 

〇 IP 自動取得 (DHCP)/IP 固定 ®PPPoE 


PPPoE /セツシヨン -2 1 


セッション選択运ッシヨン- 2 V ■- 


アカウント遍択 

Account -2 selected v 「設定 j 

MAC アドしス 

XX -XX- 似-似- XX -似 

ユーザー 名 

1 

バスワード 

1 

^スワードの 確認 

1 

接続方法 

トリガー指続 V 

無 通信 時間監視 

303d v (0 〜 60) 

MTU 値 

145?} 彳イト (576 〜 1 492) 0 自動調整 

|DNS サーバー ~ 

® 自動 設定 〇マニュアル設定 

pNS サーバー 1 


pNS サーバー 2 

IU - 1 I - 1 I - 1 ] 


「設定 I _i |戻る1 n 犬態| 


① 


項目名 

内容 

①セッション選択 

上の画面を表示させるときは「セッション2」を選択します。 


※その他の項目はセッシヨン1と同じ設定内容です。 
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• 接続先設定 

PPPoE 設定画面で登録した「セッション2」経由で接続するネットワークの設定を行います（例： B フレッ 
ッ等)。 

1[追加]をクリックします。 


WAN 側設定 

OIP 自動取得 (DHCPVIP 固定 

®PPPoE 



PPPoE / 接続先設定1 

接続アカウントドメイン名開始 IP 終了 IP 序 

C £ S 3 

始ポート 1 終了ボート 1 ブロトコル 1 

| [追加 1] fill |W1 



クリックします。 


2 次の画面が表示されるので、各項目を設定してください。 


WAN 側設定 

〇 IP 自動取得 (DHCPVIP 固定 ® PPPoE 


(T) 

PPPoE 設定 / 接続先設定 / 追加 cUk-jjl 

V K 『Amm 川 

|) レール iISJR | ドメイン名 - 1 — 

W 

ドメイン名 - 


- ③ 

lip-^ KI ~i II I I I I I I I 



11 7 1 レ八 |_|_ I- 1 _ I- 1 _ 



| 卞 … 卜门 一/7 II I I I I I I I / I I 

个ノ ■ノ ノ |_ I- |_ I- |_ 1. |_| f \_ 



IE9AA+ 一に II l/Yi へ， （SCKOK ヽ 



- ⑦ 


|ブロトコル - 



[^W] 國 




② 

④ 

⑥ 

⑧ 


項目名 

内容 

①接続アカウント 

接続するアカウントを選択します。 

②ルール選択 

接続先に使用するルールを選択します。 

③ ドメイン名* 

接続先のドメイン名を入力します。 

例： www . corega . co.jp -►「 corega 」 
www.flets -►「. flets /」 

④ IP アドレス※ 

接続先の IP アドレスを入力します。 

例： http :// 192.168 .10.1 -「1 92. 1 68. 10■卜0」 

ftp ://192. 1 68. 1 0. 1と1 92. 1 68. 1 0.2- 「1 92. 1 68. 1 0. 1-2」 

⑤ネットワーク※ 

接続先の IP アドレスを含むネットワークアドレスを入力します。 

例： http ://172.16. XX . XX — n 72.16 .0.0/16 J 
ftp :// 192.16 8.10 .XX — r 192.168.1 0.0/24」 

⑥開始/終了ポート* 

接続先の開始および終了ポート番号を入力します。 

例： http :// www . corega . co.jp -► 「80-80」 
ftp :// corega . co.jp 「20-21」 

⑦ NetBios 

NetBios プロトコルを使用する場合に選択します（通常は選択する必 
要はありません)。 

⑧ プロトコル※ 

使用するプロトコルを選択します。 


※「ルール選択」で選択した項目によっては入力できないことがあります。 
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•無線アクセスポイント設定 

無線 LAN のチャンネ j レや、セキュリティなどの詳細な設定を行います。 

■ 802.1 lb/g 設定 

IEEE 802.11 b / g を選択した場合の通信の設定を行います。 



「システム設定」 （ P .30) の 「 JumpStart 」 が「有効」の場合、 「802.11 b/g 設定」画面は次のよ 
ill うになります（工場出荷時はこの設定です）。該当箇所を変更するには 「 JumpStart 」（ P .31) を 
無効にしてください。 


802.11 b/g 設定逆 


ESSID 

モード： 

チヤンネル 
転送レート： 
Superb— 卜： 


Jumpstart-PI-XXmX 

802 . 1 1 g 
6 



[無効 


「ESSID」、 「モード」、「チャンネル」が固 
定されます。 


項目名 

内 谷 

① ESSID 

無線 LAN に接続する機器を識別する名前です。接続する全てのバソコ 
ン（無線 LAN アダプタ）に同じ名前を設定してください。 

※工場出荷時は 「 Jumpsta 「 t - P 1 - xxxxxx 」 に設定されています 
( XXXXXX の部分は製品ごとに異なります)。 

②モード 

「自動」に設定すると 802.1 lb 、 802.1 lg の両方を使用することが 
でぎます。 

③チヤンネル 

使用する電波の周波数（無線チャンネル）を選択できます。周辺の電 
波と混信するような場合に変更してみてください。 

④転送レート 

パソコン（無線 LAN アダプタ）と本製品が通信するときの本製品の転 
送速度を変更することができます。 

※工場出荷時は「自動」に設定されています。通常は変更する必要は 
ありません。 

⑤ Super モード 

「有効」に設定すると 「Super A / G 」 および 「Super G 」 モードを搭 
載した無線機器と通信した時、ノ〈ースト転送およびデータ圧縮を行い、 
通信速度を向上させます。 

⑥ステルス AP 

「有効」に設定すると無線 LAN アダプタを持つパソコンから本製品の 
ESSID を検索されないようにできます。また ESSID を 「 ANY 」 や空 
白にしているパソコン（無線 LAN アダプタ）からのアクセスを拒否す 
ることができます。 
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項目名 

内容 

©extended Range 

「有効」に設定すると 、 「extended Range 」 に対応した無線機器と 
通信した時、通信距離を伸ばす（最大で2倍）ことができます。 

⑧ WMM 

「有効」に設定すると、 WMM に対応した機器やソフトウェアを使用し 
た時、無線通信を安定させることができます。 [ WMM 設定]をクリッ 
クすると、 WMM の詳細な設定ができます。 

⑨ビーコン間隔 

アクセスポイントが常に発生している、アクセスポイントの情報の 
入ったショートパケット（ビーコン）の送信間隔を設定します。 

※工場出荷時は n 〇〇」に設定されています。通常は変更する必要は 
ありません。 

⑱ RTS しきい値 

有線 LAN から受信したバケットを無線 LAN 側に転送する際に RTS 
(送信要求）バケットが送信されるしきい値を設定します。ここで設定 
した値を超えるバケットを送信する場合に RTS (送信要求）パケット 
が送られます。 

※工場出荷時は「2346」に設定されています。通常は変更する必要 
はありません。 

⑪パケット分割の 
しきい値 

有線 LAN から受信したバケットを無線 LAN 側に転送する際に分割す 
るときのしきい値を設定します。ここで設定した値を超えるバケット 
が分割されます。 

※バケット長は、偶数で指定してください。 

※工場出荷時は「2346」に設定されています。通常は変更する必要 
はありません。 

⑫電波強度 

本製品の電波出力の強度を設定します。 


■ 802.1 lb / g セキュリティ設定 

IEEE 802.1 lb / g のセキュリティの設定を行います。 


802.11 b / g セキュリティー設定 y 


認証方式 
暗号方式 
暗号化 
キー文字列 
WEP キー 
キー 


キー1 
キー2 


[Open System v — 

■ v - 


1*^ d - 


I コード生成]- 


16進数 （0 〜 9/a 〜 f) 


共有キー 
DTIM 

ブ 1 J アンブル•モード 
更新間隔 

セキュリティーサーバー 




|1_|(1 〜 5)- 

L 自 ID 

118001 (0 or 30〜86400 sec)- 

( RADIUS サーバー設定 


■① 

■⑤ 

■⑥ 

■⑱ 


risi](wi _ 


② 

④ 


⑦ 

⑨ 


項目名 

内容 

①認証方式 

WEP を使用したい時は「〇 pen System 」 または 「Shared Key 」 を、 
802.1 x を使用したい時は「802.1 X 」を、 WPA を使用したい時は 
「 WPA / WPA 2- PSK 」 か 「 WPA / WPA 2- EAP 」 のどちらかを、 WPA 2 だ 
けで使用する場合は 「 WPA 2- PSK 」 か 「 WPA 2- EAP 」 のどちらかを選択 
します。 WPA / WPA 2 は個人で使用する場合には 「 PSK 」 を、企業等で使 
用する場合には「 EAPJ を選択するのが一般的です。 

※工場出荷時は 「Open System 」 に設定されています。 
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項目名 

内容 

②暗号方式 

本製品の暗号方式を設定します。①で選択した認証方式によって、選 
択できる暗号方式も変わります。 

WEP :通信内容を暗号化することにより、通信の解読を防ぎます。 
AES :米国商務省が暗号化標準技術として承認した暗号規格。 

TKIP より強固な暗号化を施すことが可能です。 

TKIP :一定時間ごとに暗号キーを変更する暗号化プロトコルです。 

③暗号化 

WEP の暗号強度を64/128/1 52 bit のいずれかに選択できます。 

④キー文字列 

ASCII 文字を入力し、[コード生成]をクリックすると暗号キーが生成 
されます。 

※1 28 bit と1 52 bit ではキー1のみ生成されます。 

⑤ WEP キー 

WEP キー（暗号キー）を入力し、デフォルトキー （1 〜 4) を選択し 
ます。キー1〜キー4のそれぞれに、設定する暗号キーを16進数 (0 
〜9、 a 〜わで （64 bit のときは10文字、1 28 bit のときは26文字、 
152 bit のときは32文字）直接入力してください。 

⑥ 共有 キー 

WPA / WPA 2- PSK と WPA 2- PSK を選択した場合に 「 ASCII 文字 （8 
〜63文字)」を選択し、初回アクセス時に使用する8〜63文字（半 
角英数）の任意の暗号キーを入力します。 

⑦ DTIM 

DTIM (配信トラフィック.インディケータ•メッセージ）の通信間隔 
の値を設定します。 

※工場出荷時は n 」 に設定されています（通常は変更する必要はあり 
ません)。 

⑧プリアンブル•モード 

通信時のプリアンブル • モードを設定します。 

⑨更新間隔 

暗号キーを更新する間隔を秒単位で指定します。 

⑱ セキュリティーサーバー 

802. 1 X 、 WPA - EAP を選択した場合に RADIUS サーノ（の設定を行い 
ます(設定内容に関してはネットワーク管理者などにご確認ください)。 


7^1 WEP キーには「キー文字列」で生成された16進数か、直接入力した16進数のどちらかをご使 
H 用ください。 


■ 802.1 la 設定 

IEEE 802.1 la を選択した場合の通信の設定を行います。 


ESSID 

モード 

チヤンネル 

転送レート 

Super 1 &—卜 

ステルス AP 

extended Range(XR) 

WMM 

ビーコン間隔 

RTS しきい値 

バケツト分割のしきい値 

電波強度 


802.1 la 設定 




Icorega 


802.1 la 

[36j|- 

1自_ 

i 類 " - 

[§§> - 
[PTI]- 


|無効 

[100_ I ms ( ネ刀期値 :100, 20 〜 1000)- 
12346 | ( 初期値 :2346, 256 〜 2346) 
12346 | ( 初期値 :2346, 256 〜 2346) 
i 最大 v - 


■① 

■② 

■⑧ 

■⑱ 


I設定]丨取消] \ m ) 


③ 

⑤ 

⑦ 

⑨ 

⑪ 
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「システム設定」 （ P .30) の 「Jump Start 」 が「有効」の場合、 「802.11 a 設定」画面は次のよう 
注意 になります（工場出荷時はこの設定です）。該当箇所を変更するには 「 JumpStart 」（ P .31) を無 
効にしてください。 


802.1 la 設定 


ESSID 

Jumpstart-P1-mm 

モード 

802.1 la 

チヤンネル 

36 

転送 レート： 



「ESSID」、 『モード」、「チャンネル」が固 
定されます。 


項目名 

内 谷 

① ESSID 

無線 LAN に接続する機器を識別する名前です。接続する全てのバソコ 
ン（無線 LAN アダプタ）に同じ名前を設定してください。 

※工場出荷時は 「 Jumpsta 「 t - P 1 - xxxxxx 」 に設定されています 
( XXXXXX の部分は製品ごとに異なります)。 

②チヤンネル 

使用する電波の周波数（無線チャンネル）を選択できます。周辺の電 
波と混信するような場合に変更してみてください。 

③転送レート 

パソコン（無線 LAN アダプタ）と本製品が通信するときの本製品の転 
送速度を変更することができます。 

※工場出荷時は「自動」に設定されています。通常は変更する必要は 
ありません。 

④ Super モード 

「有効」に設定すると 「Super A / G 」 および 「Super G 」 モードを搭 
載した無線機器と通信した時、バースト転送およびデータ圧縮を行い、 
通信速度を向上させます。 

⑤ステルス AP 

「有効」に設定すると無線 LAN アダプタを持つパソコンから本製品の 
ESSID を検索されないようにできます。また ESSID を 「 ANY 」 や空 
白にしているパソコン（無線 LAN アダプタ）からのアクセスを拒否す 
ることができます。 

©extended Range 

「有効」に設定すると 、 「extended Range 」 に対応した無線機器と通 
信した時、通信距離を伸ばす（最大で2倍）ことができます。 

⑦ WMM 

「有効」に設定すると、 WMM に対応した機器やソフトウェアを使用し 
た時、無線通信を安定させることができます。 [ WMM 設定]をクリッ 
クすると、 WMM の詳細な設定ができます。 

⑧ビーコン間隔 

アクセスポイントが常に発生している、アクセスポイントの情報の 
入ったショートパケット（ビーコン）の送信間隔を設定します。 

※工場出荷時は「100」に設定されています。通常は変更する必要は 
ありません。 

⑨ RTS しきい値 

有線 LAN から受信したバケットを無線 LAN 側に転送する際に RTS 
(送信要求）バケットが送信されるしきい値を設定します。ここで設定 
した値を超えるバケットを送信する場合に RTS (送信要求）パケット 
が送られます。 

※工場出荷時は「2346」に設定されています。通常は変更する必要 
はありません。 

⑱パケット分割の 
しきい値 

有線 LAN から受信したパケットを無線 LAN 側に転送する際に分割す 
るときのしきい値を設定します。ここで設定した値を超えるバケット 
が分割されます。 

※バケット長は、偶数で指定してください。 

※工場出荷時は「2346」に設定されています。通常は変更する必要 
はありません。 

⑨電波強度 

本製品の電波出力の強度を設定します。 
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■ 802.1 la セキュリティ設定 

IEEE 802.1 la のセキュリティの設定を行います。 


802.1 la セキュリティー 


認証方式 
暗号方式 
暗号化 
キー文字列 
WEP キー 
キー 1 • 

キー2 
キー3 〇 
キー4 
共有キー 
DT1M 
更新間隔 

セキュリティーサーバー 


[Open System v — 

丨無効 


II コード生成1 

16進数 （0 〜 9/ a 〜 f ) 


一 


1 1 


1 1 


1 1 


1 — 


[1 _|(1〜5)- 

11800 1(0 or 30, 


RADIUS サ - パ-設定 


■① 

■③ 

■⑤ 

■⑥ 

■⑧ 


I 設定」 05 消丨 I 戻る | 


② 

④ 


⑦ 

⑨ 


項目名 

内容 

①認証方式 

WEP を使用したい時は「〇 pen System 」 または 「Shared Key 」 を、 
802.1 x を使用したい時は「802.1 X 」を、 WPA を使用したい時は 
「 WPA / WPA 2- PSK 」 か 「 WPA / WPA 2- EAP 」 のどちらかを、 WPA 2 だ 
けで使用する場合は 「 WPA 2- PSK 」 か 「 WPA 2- EAP 」 のどちらかを選択 
します。 WPA / WPA 2 は個人で使用する場合には 「 PSK 」 を、企業等で使 
用する場合には 「 EAP 」 を選択するのが一般的です。 

※工場出荷時は 「Open System 」 に設定されています。 

②暗号方式 

本製品の暗号方式を設定します。①で選択した認証方式によって、選 
択できる暗号方式も変わります。 

WEP :通信内容を暗号化することにより、通信の解読を防ぎます。 
AES :米国商務省が暗号化標準技術として承認した暗号規格。 

TKIP より強固な暗号化を施すことが可能です。 

TKIP :一定時間ごとに暗号キーを変更する暗号化プロトコルです。 

③暗号化 

WEP の暗号強度を64/128/1 52 bit のいずれかに選択できます。 

④ キー文字列 

ASCII 文字を入力し、[コード生成]をクリックすると暗号キーが生成 
されます。 

※1 28 bit と1 52 bit ではキー1のみ生成されます。 

⑤ WEP キー 

WEP キー（暗号キー）を入力し、デフォルトキー （1 〜 4) を選択し 
ます。キー1〜キー4のそれぞれに、設定する暗号キーを16進数 (0 
〜9、 a 〜わで （64 bit のときは10文字、1 28 bit のときは26文字、 
152 bit のときは32文字）直接入力してください。 

⑥共有キー 

WPA / WPA 2- PSK と WPA 2- PSK を選択した場合に 「 ASCII 文字 （3 
〜63文字)」を選択し、初回アクセス時に使用する8〜63文字（半 
角英数）の任意の暗号キーを入力します。 

⑦ DTIM 

DTIM (配信トラフィック.インディケータ•メッセージ）の通信間隔 
の値を設定します。 

※工場出荷時は「1」に設定されています（通常は変更する必要はあり 
ません)。 

⑧ 更新間隔 

暗号キーを更新する間隔を秒単位で指定します。 

⑨ セキュリティーサーバー 

802. 1 X 、 WPA - EAP を選択した場合に RADIUS サーノ（の設定を行い 
ます(設定内容に関してはネットワーク管理者などにご確認ください)。 

r ^> WEP キーには「キー 
魏 用ください。 

•文字列」で生成された16進数か、直接入力した16進数のどちらかをご使 
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■アクセス制限 

アクセス制限を使用する場合の接続を許可する無線クライアントの設定などを行います。 


無線アクセスポイント設定/アクセス制限 


無線 3® 末間通彳日 1 有効 

山 

アクセス 制限 |無効 _| 

1 ALI-T7 -J itilm 


LAN /フでス刺限 

©すべての無線クライアントの接続を許可 
〇選択した無線クライアントのみ接続許可 1 クライアントの逞択 1 

/ 

©すべての無線クライアントの接続を許可 
〇選択した無線クライアントのみ接続許可 1 クライアントの逞択 1 

闕 



項目名 

内 谷 

①無線端末間通信 

「有効」を選択するとワイヤレスクライアント同士の通信が可能になり 
ます。 

②アクセス制限 

「有効」を選択するとアクセス制限をすることができます。 

③ LAN アクセス制限 

すべての無線 LAN クライアントのアクセスを許可するか、選択した無 
線 LAN クライアントだけに許可するかの設定をします。 

④インターネット 
アクセス制限 

すべてのクライアントのインターネットアクセスを許可するか、選 
択したクライアントだけに許可するかの設定をします。 
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•ステータス 

各種システム情報を表示します。 


ステータス 




フ 7 —ムウ I ア■バージョン VI . 00 May 10 2005 
システム稼動時間 


LAN 状態 


WAN 状態 


0 B 0 B 寺 間1 分 28 秒 - 

MAC アドレス： XX - XX - XX - XX - XX-XX 
IP アドレス：192.168 .1.1 
サブネットマスク： 255.255 .255.0 
DHCP :有効 

DHCP 開始アドレス：192.168 .1.11 
DHCP 終了アドレス：192.168 .1.254 
MAC アドレス ： WWWWWm 

HAN 1 :無効 

IP アドレス： 0.0.0.0 
サブネットマスク： 0.0.0.0 
ゲートウェイ： 0.0.0-0 
DNS サーバー 1 : 0.0.0.0 
DNS サーバー 2 : 0.0.0.0 
HAN 2 : 無効 

IP アドレス： 0.0.0.0 
サブネットマスク： 0.0.0.0 
ゲートウェイ： 0.0.0.0 
DNS サーバー 1: 0.0.0.0 
DNS サーバー 2 : 0.0.0.0 


网 


■① 


② 


■③ 


■④ 


項目名 

内容 

①フアームウェア • 
バージヨン 

本製品のファームウェアのノ（ージョンが表示されます。 

②システム稼動時間 

本製品を起動してからの経過時間が表示されます。 

③ LAN 状態 

■ MAC アドレス 

本製品の LAN 側の MAC アドレスが表示されます。 

■サブネットマスク 

本製品の LAN 側のサブネットマスクが表示されます。 

■ IP アドレス 

本製品の LAN 側の IP アドレスが表示されます。 

■ DHCP 

DHCP の状態（有効/無効）を表示します。 

■ DHCP 開始アドレス 

DHCP サーバでリース開始の1 P アドレスが表示されます。 

■ DHCP 終了ドレス 

DHCP サーバでリース終了の1 P アドレスが表示されます。 

④ WAN 状態 

■ MAC アドレス 

本製品の WAN 側の MAC アドレスが表示されます。 

■ WAN 1 / WAN 2 

WAN 側接続がどの種類で接続されているかが表示されます。 

■ IP アドレス 

本製品の WAN 側の IP アドレスが表示されます。 

■サブネットマスク 

本製品の WAN 側のサブネットマスクが表示されます。 

■ゲートウェイ 

本製品の WAN 側のゲートウェイアドレスが表示されます。 

■ DNS サーバー 

本製品が取得（設定）した DNS アドレスが表示されます。 

※工場出荷時は「0.0.0.0」です。 
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•ヘルプ 

本製品の各項目の説明をご覧になることができます。メニューリストの「ヘルプ」か、各画面にある[ヘル 
プ]をクリックしてください。 

1 メニューリスト（画面左）に表示されている「ヘルプ」をクリックします。 


(coreg 多 

CG-WL8ARAG2 


i-ci 簡単設定 
田 Cl システム設定 

Q LAN« 設定 

\ a 冒設定 

由广 n 螯锶アクセスボイント設宝 

Pi 又亍一令又 

rn-k w H.-r 1 

S Q 誌11設定 



クリックします。 


2 ヘルプ全体の項目が表示されます。 


ヘルプ 


. 簡単設定 

〇 IP 自動取得 ( DHCP ) 

〇 IP 固定設定 
〇 PPPoE ( FLET ’ S シリーズ) 


• システム設定 

〇 ファームワヱ尸更新 

. LAN 側設定 

• ■側設定 

〇 IP 自動取得 ( DHCP)/IP 固定 

〇 PPPoE 

■セツシヨン -1 設定 
■ セツシヨン -2 設定 
■ 接続先設定 


々ヤフボイ V 卜詩 1 ま 


1。802.1 la 設定 1 


L リァィー設定 

〇 ^ uz . 1 la 二 

〇 802.1 

1b / s 設定 

〇 802.1 

1b / g セキュリティー設定 

〇アクセス制限 


クリックします。 


3 各画面の説明が表示されます。 


ヘルプ/無線アクセスポイント設定/ 802.11 a 設定 
802.1 la の設定を変更できます。 



本製品の ESSID を設定します。 

無線クライアントが本製品にアクセスする際に 
ESSID によって判別します。 

ESSID 

入力は半角英数字と半角記号で32文字までです。 


本設定と同じ ESSID が設定されていないクライアン 
卜は接続することができません。 

|工場出荷時の初期値は、 corega です。 

年ード 

無線のモードを表示します。 

無線で使用する周波数帯を指定します。 
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參詳細設定 


■バーチャル•サーバー 

インターネット （ WAN 側）から本製品のパソコン （ LAN 側）上にアクセスできるようにして、外部にサー 
パを公開することができます。設定するときは、次の画面の①のプルダウンメニューを「有効」にし、[追加] 
をクリックして、表示された画面で設定を行ってください。変更した後は「システム設定」一「システム • リ 
ブート」を実行します。 

7^1 • パソコン上でサーバソフトを実行している必要があります。 

異 I •ダイナミック DNS ( DDNS ) 機能を使用することで、より簡単にインターネット上から LAN 
上のサーバに接続することができます。 


詳細設定/ バーチャル.サーバー 


バーチャル■サーバー L 無効 I訣定 UPnP 使用ボート情報 - 


PPPoE アカウント遘 Account -1 v | [無効_ [設定 j ] - 

\1 くーチヤル.サーバー[接鐃先ブロトコル入力開始ポート入力終了ポート出力開始ポート出力终_ 


『追加!] Rs 正1 兩除1 |設 il |戻 si 


① 


② 

③ 

クリックします。 


/ バー芊ャ j し■卄ーバー / ；6-hn J 




PPPoE ァカウント Account-1 


ハー エ _ 什一,、一 全朴 w 








—J「I k — 1 II ll-i 一 林ーゥ芏 w 



似 




丁 

|入力终 T ボト || _ | (0 〜 65535) - 






| 

出力終了ボート |T 1 (0 〜 65535) - 

pH ■— 卜••-7 イづ [Frr'p ^ 


( r(s 




|l 1 

|W| 國 




⑤ 

⑦ 


⑩ 



インターネット上のホストが行う本製品の WAN 側 IP アドレスとポート番号を指定したアクセス 
は、バーチャルサーバ機能によって指定された接続先（パソコン）にアクセスします。同じ LAN 
内で同種類のサーバを立ち上げたいときは、ポート番号が重複しないようにしてください。 
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項目名 

内容 

①バーチャル•サーバー 

バーチャル • サーバの有効/無効を選択します。選択を変えたときは 
[設定]をクリックします。「有効」にするとサーバをインターネット 
上に公開することができます。 

② UPnP 使用ポート 
情報 

現在、 UPnP が使用しているポートの一覧を表示します （ P .61)。 

※ UPnP は Windows XP でご使用になれます。 

③ PPPoE アカウント 
選択 

バーチャルサーバを使用する PPPoE アカウントを選択し、有効/無 
効を設定します。 

④ バーチャル_サーバー 

バーチャル•サーバの有効/無効を表示します。「有効」にするとサー 
パをインターネット上に公開することができます。 

⑤接続先 

サーバとなるパソコンを設定します。 

⑥プロトコル 

バーチャルサーバで使用するプロトコルを設定します。 

• すでに登録されているプロトコルをご使用になるときは、そのプロ 
トコル名を選択してください。 

•追加登録したいプロトコルがある場合は「ユーザ定義」を選択して、 
⑥、⑦で登録したいプロトコルの使用ポート番号を入力します。 

⑦入力開始/ 

終了ポート 

インターネット上から LAN 上のサーバに接続するための開始〜終了の 
ポート番号を設定します。管理者の任意のポート番号を入力します。 
例：入カポート番号を50〜100に設定する場合—開始=50、終了 
=100 

※すでに登録されているプロトコルを選択したときは、自動的にポー 
卜番号が入ります。 

⑧ 出力開始/ 

終了ポート 

サーバソフトが使用する開始〜終了のポート番号を設定します。管理 
者の任意のポート番号を入力します。 

例：出カポート番号を150〜200に設定する場合—開始=150、終 
7=200 

※既に登録されているプロトコルを選択したときは、自動的にポート 
番号が入ります。 

⑨ サービス • タイプ 

バーチャルサーバの対象となる IP タイプを指定します。特定のプ□卜 
コルを選択することにより TCP または UDP もしくは両方のポート番 
号を動作させます。 

⑱備考 

ノ〈ーチャルサーノ（の説明を入力します。 


~ T ^\ ⑤の 接続先で、サーバとなるパソコンが表示されない場合、 PC データベースでサーバとなるパ 
^11ソコンを登録する必要があります。登録方法は 「 PC データベース」 （ P .55) をご覧ください。 
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■スペシャル•アプリケーション 

ルータ 等によって動作し ない 一部のインターネット使用アプリケーションを、スペシャル • アプリケーショ 
ンに登録します。インターネットを使用するアプリケーションが動作しない場合に登録してください。登録 
の際には、 アプリケーションのメーカから、設定に関する情報を入手する必要があります ので、情報を確認 
して設定を行ってください。入カポート番号、出カポート番号はそれぞれパソコンからの入力、出力を意味 
しています。本設定を行ってもアプリケーションが動作しない場合は、 DMZ 機能（次ページ）をお試しくだ 
さい。変更した後は「システム設定」一「システム • リブート」を実行します。 



① 

② 


③ 


項目名 

内容 

①名称 

スペシャル • アプリケーションに登録する任意の名称を入力し、使用 
する番号にチェックを入れます（半角12文字、全角6文字まで)。 

②入カポート番号 

■タイプ 

スペシャルアプリケーションを使用するときのプロトコル （ TCP ま 
たは UDP ) を選択してください。 

※アプリケーションによっては入力および出力で異なるプロトコル 
を使用するものもあります。 

■開始〜終了（アプリケーションメーカーからの情報を確認する） 
パソコンがデータを受信する際に、アプリケーションサーバによっ 
て使用されるポート範囲の始まり（開始）〜終わり（終了）の番号 
を入力します。アプリケーションが1つのポートを使用する場合は、 
開始および終了に同じ番号を入力してください。 

例： 50〜100に設定するとき…開始=50、終了 =100 

65に設定するとき…開始=65、終了 =65 

③出カポート番号 

■タイプ 

スペシャルアプリケーションを使用するときのプロトコルを選択し 
てください。 

※アプリケーションによっては入力および出力で異なるプロトコル 
を使用するものもあります。 

■開始〜終了（アプリケーションメーカーからの情報を確認する） 
パソコンがデータを送信する際に、アプリケーションサーバによっ 
て使用されるポート範囲の始まり（開始）〜終わり（終了）の番号 
を入力します。アプリケーションが1つのポートを使用する場合は、 
開始および終了に同じ番号を入力してください。 

例：150〜200に設定するとき…開始= 150、終了 =200 

70に設定するとき…開始=70、終了 =70 
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■ DMZ 

LAN 上のコンピュータ （ DMZ ホスト）に全ての入出カアクセスを可能とします。スペシャルアプリケーシヨ 
ン機能を使用できなかったときなどに設定します。変更した後は「システム設定」一「システム，リブート」 
を実行します。 


詳細設定/ DMZ 



PPPoE アカウント遘択 

Account-1 v 

DMZ ホスト 

パソコン奄遥択してください v . 


[pH ( W 1 网 


① 

② 


項目名 

内容 

① PPPoE アカウント 
選択 

PPPoE アカウントを選択します。 

② LAN 側 IP アドレス 

インターネットを使用した、すべての TCP / IP サービスを有効とする 
場合に設定します（例：ネットワークゲーム 、 Real Player など）。使 
用するパソコンを選択してください。 


^1- DMZ 機能の対象となっているパソコンは、本製品のファイアウォール機能が無効になるため、 
k 意 I セキュリティが弱くなります。 DMZ 機能は必要な場合のみ有効にしてご使用ください。 

• 工場出荷時の状態では、 DMZ 機能は「無効」、 LAN 側 IP アドレスは「192.168.1.0」となって 
います。 DMZ 機能を「有効」に変更しても、対象となるパソコンの IP アドレスを指定しない 
と DMZ は有効になりませんのでご注意ください。 


-49 - 
























■ダイナミック DNS ( DDNS ) 

インターネット側から IP アドレスではなく URL (ドメインネーム）を使用して LAN 内のバーチャルサーバ 
などに接続できます。本機能を使用することによって、ダイナミック IP アドレスのような、 IP アドレスが固 
定されないサービスに対応します。変更した後は「システム設定」一「システム • リブート」を実行します。 

•ダイナミック DNS の設定 

1 DDNS サービスに登録手続きをします。登録は DynDNS.org (無料サービス）と IvyNetwork (有料 
サービス）、 「@ NetDDNS 」 （有料サービス/ 「@ NetHome 」 会員のみ）の3つから選択できます。 
登録手続きをすると、後からユーザ登録確認メールが送信されてきます。 

2 登録した際に受け取った情報をもとに、□グイン名、□グインパスワード、ドメイン名を入力して保 
存します。 

3 本製品の再起動をします。再起動の方法は「本製品を再起動する」 （ P .83) をご覧ください。 

4本製品はその時点で使用している IP アドレスを、設定した DDNS サービスに自動的に記録します。設 
定したダイナミック DNS を使用して、バーチャルサーバ等への接続が可能になります。 

• PPPoE モードの選択時の設定項目 

PPPoE モードを選択しているときは、アカウントごとに設定できる項目があります。 



- 50 - 
















































■セキュリティー 

変更した後は「システム設定」一「システム • リブート」を実行します。 


詳細設定/セキュリティー 





① 


③ 


⑤ 


^クセス制限 


② 

④ 

⑥ 


I "設定 I _ 


項目名 

内容 

① PPPoE アカウント 
選択 

セキュリテイを設定する PPPoE アカウントを選択します。 

②ステートフル 
インスペクション 

「有効」にするとファイアーウォー)レを通過するバケットのデータを読 
み取り、内容を判断して動的にポートを解放•閉鎖し、必要なデータ 
のみ受け入れます。 

③ VPN パススルー 

VPN (仮想的な専用回線）パススルーの「有効」/「無効」を選択し 
ます。 

④ステルスモード 

「無効」を選択すると、インターネット側 （ WAN 側）から PING リク 
エスト（通信確認リクエスト）があった際に応答します。「有効」を選 
択すると PING に応答しなくなります。 

※ PING に応答することによって、インターネット側から本製品の存 
在を確認できます。相手によってはお互いの存在を確認しながらイ 
ンターネット接続を始めるものもありますので、その際には「無効」 

を選択してください。 

⑤ URL フィルター 

指定した文字列が含まれる URL およびキーワードを含んだアクセスを 
制限することができます。詳細は本ページの 「 URL フイルター」をご 
覧ください。 

⑥アクセス制限 

インターネット接続できるパソコンや時間を制限することができます。 
詳細は「アクセス制限」 （ P .52) をご覧ください。 


•URL フイ J レター 

接続を制限したい URL を登録しておくと、その文字列を含む URL がブロックされます。最大255件まで 
登録できます。 


詳細設定/セキュリティー/ URL フィルター 


URL の追加： 


L 


㈣ 

ラ1 ルター 1 7^ 卜： 


]リ除]匚全て則除 I 


■① 


■② 


I 設定 I [キャンセル|〔戻5 1 
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項目名 

内容 

① URL の追加 

接続制限したい URL を入力し、[追加]をクリックすると、フィルター 
リストに URL が追加され、文字列（例： violence ) を入力すると、そ 
の文字列を含む URL がブロックされます。 

② フイルターリスト 

現在制限されている URL または文字列が表示されます。1件削除する 
ときは、削除したい URL または文字列を選択して[削除]をクリック 
します。全て削除するときは[全て削除]をクリックします。 


• アクセス制限 

インターネット接続できるパソコンや時間を制限することができます。設定が完了したら[設定]をクリツ 
クしてください。 


詳細設定 / セキュリティー/アクセス制限 

Acoount-1 (SI) 

rn 

下々十 7 ' 7 汩 1 阻 I mtsh v 




ス 7 ソユ ル なし V | スケソ ユー ル gR 疋 I 

圍 

登録済みサービス 

「1サービス名1サービス-タイブ1ブロトコル1開始ボート番号1終了ボート番号 


に追加 1] mu iwi iwi _ 

⑷ 


①クループ 

アクセス制限をするグループを選択します。グループ0には登録できないのでご注意ください。[メン 
バー登録]をクリックすると設定画面が表示されます。新しくグループを作成したいときは、「グループ 
0 (デフォルトグループ)」（画面右側）から「新グループ」（画面左側）に加えたいパソコン （ IP ) を選 
択し、 [〈く 追加]をクリックします。削除したいときは、新グループ（画面左）から削除するパソコン 
( IP ) を選択して[削除〉〉 ] をクリックします。選択が完了したら[終了]をクリックしてください。 



② アクセス制限 

アクセス制限の有効/無効が選択できます。 

③ スケジュール設定 

[スケジュール設定]をクリックすると設定画面が表示されます。設定が完了したら[保存]をクリッ 
クしてください。 

-アクセス制限のスケジュール管理として使用します。 
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• 開始時間から終了時間の間、アクセスを制限することができます。 

• 1日を2回にわけてスケジュールを組むことができます。 

• 時間設定は24時間表記で入力してください。 

※時間が設定されていないときは、スケジュールでの管理は動作しません。 
-設定が終わったら[保存]をクリックして保存します。 



項目名 

内容 

曜日 

曜日ごとにスケジュールを設定します。 

スケジュール1、2 

スケジュール2を使用しない場合は、空白で設定してください。 

開始 

24時間表記で開始時間を入力してください。 

終了 

24時間表記で開始時間を入力してください。 


④追加 

[追加]をクリックすると設定画面が表示されます。設定が完了したら[設定]をクリックしてくださ 
い0 


詳細設定/セキュリティー/アクセス制限/追力 □ 1 


「グルーブ 


サービス名 


I サービス ■ タィブ 『TCP 

ブロトコル 
開始ボ 


g —ザー定 




終了ポート 




(0 〜65535) 


(0 〜 65535) 


■① 


■③ 

■④ 


■② 


I 設定] I 戻る I 


項目名 

内容 

①サービス名 

追加登録するとき、任意のサービス名を入力します。 

②サービス • タイプ 

追加登録するサービスタイプ ( TCP / UDP / 両方/ ICMP ) を選択し 
ます。 

③プロトコル 

既に登録されているプロトコルをご使用になるときは、そのプ□トコ 
ル名を選択してください。追加登録したいプロトコルがある場合は 
「ユーザー定義」を選択して、④の「開始ポート/終了ポート」で登録 
したいプロトコルの使用ポート番号を入力します。 

④開始ポート/ 

終了ポート 

③の「プ□トコル」で「ユーザー定義」を選択している場合は、任意 
のポート番号を入力します。 

※既に登録されているプロトコルを選択したときは、自動的にポート 
番号が入ります。 
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■ DHCP サーバー 

DHCP サーバの設定を変更したいときに各項目の設定を行います。変更した後は「システム設定」一「シス 
テム • リブート」を実行します。 


詳細設定/ DHCP サーバ- 


DHCP サーバー 『有効 v - 

リース期限湛続方法 期限—福 
リース期限 
|DHCP 開始アドレス | T 92.168 .1.[ iil - 
|DHCP 終了アドレス | T 92.168 .1. 「254っ - 


|〇 日 [6 ] ( 〇〜 23 )B 寺間[〇 ] (0 ~ 59) 分¬ 


-1192.168 .1: 

IW ] [WI 


■① 


■③ 

■⑤ 


② 

④ 


項目名 

内 谷 

① DHCP サーバー 

DHCP 機能の有効/無効を選択します。有効にすると自動的にパソ] 
ンに IP アドレスを割り振ります。 

②リース期限継続方法 

DHCP サーバでリースされる1 P アドレスのリース期限継続方法を選択 
します。期限指定/無期限の指定ができます。 

③リース期限 

DHCP サーバでリースされる1 P アドレスのリース期限を指定します。 
※②を期限指定に指定している場合に設定できます。 

④ DHCP 開始アドレス 

DHCP サーバでリース開始の IP アドレスを入力します。 

※工場出荷時は n 92.168 .1.1 1」で設定されています。 

⑤ DHCP 終了アドレス 

DHCP サーバでリース終了の IP アドレスを入力します。 

※工場出荷時は「192.168.1.60」で設定されています。 
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■ PC データべース 

本製品に接続するクライアントパソコンの IP アドレスを登録することができます。変更した後は「システム 
設定」一「システム•リブート」を実彳了します。 


詳細設定/ PC データベース 


バソコン名 IP アドレス タ イブ MAC アドレス ク = ^ミ、ノト| 

⑬ 加 i| [ We \ |W1 fiHl [ m ] 

1 再読み込み | 



クリックします。 


，一タベース (詳細設定 ）^ 


PC リストに新しく追加または変更や削除を行うことができます。もし追加した/りコンが接 
続されていな L 、場合は、そのノ《ソコンの MAC アドレスを登録しておく必要があります。 


p りコン名: 


IIP Xトレス： © g 勤取得 （DHCP クライアント） 

〇固定取得 （DHCP クライアント): 

192.1 B 8.1. 

〇固定設定① HCP 範囲以外)： 

ILJLJLJ 

接続タイブ 

LAN v 


MAC アドレス:®自動検索(ノ彳ソコンが接続されてし、る状態） 

〇 MAC アドレスはし卜 DL >CH - 一 


[PCf-^jiJD デー®_ |戻 s|] 


④ ⑤⑥ 


① 

② 

③ 


項目名 

内容 

①パソコン名 

クライアントパソコンの「ホスト名」を入力します。 

② IP アドレス 

IP アドレスの取得方法を選択してください。 

■自動取得 （ DHCP クライアント） 

パソコンが DHCP クライアント （ Windows では 「 IP アドレスを自 
動的に取得」）に設定している場合、本製品はこのパソコンに IP ア 
ドレスを提供します。1 P アドレスは通常変わることはありませんが、 
リース期間に達した場合やネットワークから長時間パソコンから取 
り外された状態で再接続した際に変わることがあります。 

■固定取得 （ DHCP クライアント） 

パソコンが DHCP クライアント （ Windows では 「 IP アドレスを自 
動的に取得」）に設定している場合、毎回決まった IP アドレスを取 
得したいときに選択します。最後の空欄に1〜254までの任意の 
数字を入力してください。 

■固定設定 （ DHCP 範囲以外） 

パソコンが固定 IP アドレスを使用している場合は、これを選択して 
ください。 

※「接続タイプ」は、有線接続しているパソコンは 「 LAN 」 を、無線 
接続しているパソコンは 「 WLAN 」 を選択してください。 
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項目名 

内容 

③ MAC アドレス 

適切なオプシヨンを選択してください。 

■自動検索 

本製品がパソコンと通信し、そのパソコンの MAC アドレスを自動 
取得するようにします。パソコンが LAN に接続されている状態でお 
使いください。 

■ MAC アドレスは 

直接パソコンの MAC アドレスを入力してください。 MAC アドレス 
は「八ードウエアアドレス」「物理アドレス」または「ネットワーク 
アダプタアドレス」と呼ばれることがあります。本製品は各バソコ 
ンを個別に認識するためにこれを使用しますので、 MAC アドレスは 
空白にしたままでの使用はできません。 

④ [ PC データ追加] 

パソコンデータを使用して本製品のリストに新しいパソコンを加える 
ことができます。 MAC アドレス「自動検索」が選択されている場合、 
パソコンに 「 Ping 」 を送り、その MAC アドレスを登録します。 

⑤[データの削除] 

画面上で入力した値をクリアすることができます。 

⑥[戻る] 

標準 「 pc データベース」（上の画面）に戻るときにクリックします。 


■ログ表示 


• アクセス□グ 

アクセス制限機能 （ P .43) を使用してブロックされた情報を□グに保存します。 

• DoS アタック□グ 

DoS アタック％が発生した際に、そのログを保存します。 

アタック 

インターネットにつながっているパソコンやルータなどに大量の不正なデータを送り、使用不能にさせる不正アクセスの 
1つです。 


• インターネット接続□グ 

インターネット接続に関しての□グを保存します。 
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■ルーティング 

「PART4 こんなときにはこの設定」の「スタティックルートの設定」 （P.70) に記載されている使用例をご 
覧ください。変更した後は「システム設定」一「システム • リブート」を実行します。 


スタティック 


詳細設定/ルーテイング/スタティック在 


I ネットワーク■アドレス p ブネットマスク I ゲー トウ ヱイ pj -ノターフヱース 


IL 追加 I] HiEl |W1 flas] [Isl 


クリックします。 


詳細設定/ルーテイング/スタテイック/追加在 


ネットワーク_アドレス 




サブネットマスク 


口 口 口-口- 


■— トウエイ 

R ノ ター ノ エース 


口 


_ 3 - 

IW] _ 


■① 


■③ 


■② 

■④ 


項目名 

内容 

①ネットワーク • 
アドレス 

対象となるネットワークの IP アドレス（ネットワークアドレス）を 
入力します。 

②サブネットマスク 

対象となるネットワークのサブネットマスクを入力します。 

③ゲートウェィ※ 

対象となるネットワークにバケットを送るためのゲートウェイもしく 
は本製品の IP アドレスを入力します。 

④インターフェース 

パケットを送るためのインタフェースを指定します。 LAN (LAN 側） 
もしくは WAN (WAN 側）を指定します。 


※ゲートウェイ 

異なるプロトコルを相互接続するために変換させる八ードウエアやソフトウェアのことです。 


•ダイナミック （ RIP ) 

ダイナミック （RIP) は、ルータ間でルーティング情報をやり取りすることで、バケツト転送のルートを決定 
します。 


詳細設定/ルーティング/ダイナミック （ RIP ) 



| K 1 K ハーソヨノ 



① 

RIP 送信 

無効 v 



RIP 受信 

無効 V — 


③ 

國 

國 




項目名 

内谷 

① RP 

使用する R 1 P のノ（ージヨンを選択してください。本製品は R 1 Pv 1、 
RIPv2 をサボートしていますので、お使いの環境に合わせて設定して 
ください。 

② RIP 送信 

RIP を送信する場合は有効に設定します。 

③ RIP 受信 

RIP を受信する場合は有効に設定します。 


※円卩（リップ/ Routing Information Protocol) 

ルータ間で使用されるプロトコルの一つで、ルーティング情報の交換などに使用されます。 
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• レポート 

ルーティングの現在の状態を表示します。[更新]をクリックすると、最新の情報を表示します。 


詳細設定/ルーテイング/レボート 


接続先 

サブネットマスク 

ゲー トウェイ 

メトリックニ1 

タイブ 

^192.168 .1.0 ^ 

[ 255.255 .255.0 

~ 0 . 0 . 0.0 ~ 

^1 [ ~~ LAN ~ 

~ LOCAL ~ 


國 


■その他各種設定 

変更した後は「システム設定」一「システム • リブート」を実行します。 

• バックアップ DNS 

通常のインターネット接続等の場合には使用しません。 


詳細設定/その他各種設定/バックアップ DNS JTb ■茸 

[| \ … >7 "T7 … 一 fnklO [ antA “ 

(T) 

inuQ 卄一，'■一 1 II 1 1 II ~l 1 1 1 

W 

DNS サーバー 2 |l I. 1 I. 1 1. 1 1 - 

丁 

( Mi ] rw ) fin 



項目名 

内容 

①バックアップ DNS 

バックアップ DNS の機能を使用するときに「有効」に設定します。 

② DNS サーバ 1 一/ 
DNS サーバー 2 

①で「有効」を設定したとき、入力することができます。バックアッ 
プ用の DNS サーノ（のアドレスを入力します。 
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• E-mail 

DoS アタック等の不正アクセスがあった場合に、ここで登録した E-mail アドレスに、本製品から自動的に 
メールを送信してお知らせすることができます。 



詳細設定/その他各種設定/ E-Mail 








W 

SKm 5 サーバー名 『 ~1 

r^ii -yk-i .-7 








- ⑤ 

トザ ー名 i 

バスヮード I | 



「门す 〆- r ア； 一 卜 文; ¥ 卿 す 2 ' 


(f) 



(^) 

□ヴがフルであるとき V 

ログ メール送信スケジュール 日 1 

| h 2：00 jy | • 午前午後 




[nW] |W] _ 


項目名 

内 谷 

① E-Mail 設定 

E-Mail 送信を有効/無効に設定します。有効にすると□グ情報を③で 
入力したメールアドレスに送信します。 

② SMTP サーバー名 

本製品が使用するメールアドレスの SMTP (送信用）サーバの名称を 
入力しま T 。 

③メールアドレス 

□グ情報の送り先にしたいメールアドレスを設定します。 

④ Subject 

□ グ情報を送るメー)レの件名を設定します。 

⑤ユーザ名 

本製品が使用するメールアドレスのユーザ名を入力します。 

⑥パスワード 

本製品が使用するメールアドレスのパスワードを入力します。 

⑦すぐにアラートを 
送信する 

チェックを付けると DoS アタックがあった際に、随時□グ情報を③で 
指定したアドレスに送信します。 

⑧ □グメール送信 
スケジュール 

□グ情報をメール送信するスケジュールを設定します。⑦にチェック 
が入っていないときは、指定された時間ごとに③で指定したアドレス 
に□グ情報を送信します。 
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• リモート 

インターネット （ WAN 側）から本製品の設定をしたいときに、この項目の設定を行います 


詳細設定/その他各種設定/ 


リモート 



PPPoE アカウント遘択 I Account-1 SI ) lS |. 


リモート設定 



ポート 

118080 

D (1 〜9600)- 


「設定 j _| 


① 

② 

—③ 


項目名 

内容 

① PPPoE アカウント 
選択 

リモート設定行うアカウントを選択します。 

※ WAN 側設定で PPPoE を選択しているときのみ表示されます。 

②リモート設定 

リモート設定を有効/無効に設定します。有効にするとインターネッ 
卜側 （ WAN 側）から本製品の設定を可能にします。 

③ポート 

1〜9600の範囲でポート番号を入力してください。 

※工場出荷時は8080です。 

インターネット側からの接続の際、下記のように IP アドレスの後ろに 
「:ポート番号」を指定してください。 

例： http :// WAN 側 IP アドレス:ポート番号 
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•UPnP 設定 

UPnP 機能を使用するときに、この項目の設定を行います。 


詳細設定/その他各種設定/ UPnP 設定 

| UPnP 使用ポート | 

① 

■ |p p 尤件 FA すろ trlfi •- 


下一 f 1 J ケ ーつ ' 1 で WAM TD 卞 pp すろ 


m *ki/Hili パ . 〇， — 、，尤 甘 +□-?»- z 


TTANHi'JirvjL % y y ^ ノ r 班す /X ヲ。 

/P\ 

WAN の切断機能を有効にする 有効 v - 

⑤ 

fisH _ 


項目名 

内容 

① UPnP 使用ポート 

クリックすると UPnP で使用しているポートを確認できます。 

② UPnP を使用する 

UPnP の有効/無効を選択します。 

※ UPnP 機能は Windows XP でご使用になれます。 

③アプリケーションで 
WAN IP を選択する 

UPnP 対応アプリケーションで WAN IP を選択する場合に使用します。 

④ WAN 側 IP のセツシ 
ョンを選択する 

手動で UPnP を使用する WANIP (セッション）を選択する場合に使 
用します。 

⑤ WAN の切断機能を 
有効にする 

WAN の切断機能の有効/無効を選択します。有効にすると UPnP 機 
能を使用して WAN (インターネット側）を切断することができます。 


• IPv 6 

IPv 6 ブリツジを使用する場合に設定します。 


詳細設定/その他各種設定/ IPv6 

圖 



irvb ノワッソ II 有劝 V | - 


f¥W] risi 


項目名 

内谷 

① IPv 6 ブリッジ 

IPv 6 ブリツジの有効/無効を選択します。 
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PART 


こんなときにはこの設定 


ネツトワークゲームや音声/ビデオチヤツトなど、ネツトワーク上から各パソコンに直接アクセスする必要 
がある場合は、本製品の設定を変更する必要があります。この PART では、本製品をより便利に活用してい 
ただくための設定方法について説明します。 


ネツトワークゲームをするには 


ネット ワークゲームを するには、 ゲームサーバとデータの 送受信を行う ポー トを利用可能にするために、 
UPnP 設定やスペシャルアプリケーション設定などで本製品に設定する必要があります。 

1 ^ 1 お使いの回線やプロバイダ (ISP) によっては、ネットワークゲームに対応していない場合があ 
注意Iりますので、ご注意ください。 


• UPnP に対応したネットワークゲームの場合 

本製品は UPnP に対応しているので、 UPnP に対応したネットワークゲームであれば、自動的に本製品の設 
定が行われます。設定ユーティリティで次の設定を行います。 

1設定をするアカウントを選択し、「その他各種設定」一 「 UPnP 」（ P .61) で、 「 UPnP を使用する」を 
「有効」にします。 

.Windows にて、ユニバーサルプラグアンドプレイ (UPnP) に関するセキュリティの脆弱 
km \ 性が発見されています。ご利用になる前に、 Windows の修正プログラムをインストールして 

ください。詳細な設定方法は、 Microsoft にお問い合わせください。 

• UPnP 機能は、 Windows XP でご使用いただけます。 
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• UPnP に対応していないネットワークゲームの場合 

UPnP に対応していないネットワークゲームの場合は、次のいずれかの方法で設定します。 


■ネットワークゲームが使用するポート番号が分かる場合 

使用するポート番号、タイプが分かっている場合は、設定ユーティリティで次の設定を行います。 

「詳細設定」一「スペシャル•アプリケーション」 （ P .48) で、ネットワークゲーム会社より指定されている 
使用ポート番号とタイプ（プ□トコルのタイプ）を設定します。 

ネットワークゲームが使用するポート番号、タイプ（プロトコルのタイプ）については、各ネッ 
トワークゲーム会社にお問い合わせください。 


■ネットワークゲームが使用するポート番号が分からない、または毎回変更される場合 

DMZ 機能を使います。設定ユーティリティで次の設定を行います。 

1「詳細設定」一 「 DMZ 」（ P .49) をクリックします。 

2 フレッツ - ADSL / 巳フレッツなど PPPoE で接続されている場合は、 「 PPPoE アカウント選択」で 
アカウントを選択します （ PPPoE 接続以外の場合はこの手順は必要ありません)。 

3 「 DMZ ホスト」でパソコンを選択します。 

〈 PPPoE 設定をしている場合（フレッツ • ADSL 、 B フレッツなど）の画面〉 



詳細設定/ DMZ №=31 

PPPoE アカウント遠択 [[ Account-1 


DMZ ホス [ 


パソコンを択してくださ0 


丨設^]丨取消）し戻 5 1 


① アカウントを選択します （PPPoE 
接続のときにのみ表示されます）。 

② ホストとなるパソコンを選択します。 


〈 PPPoE 設定をしていない場合 ( Yahoo ! BB 、 CATV など）の画面〉 


詳細設定/ DMZ 


DMZ ホスト 1 パリコンを逗択してください 


riswi iwi fun 


ホストとなるパソコンを選択します。 


If ] DMZ 機能の対象となっているパソコンは、本製品のファイアウォール機能が無効になるため、 
km ] セキュリティが弱くなります。 DMZ 機能は、必要な場合のみ有効にしてご使用ください。 
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音声/ビデオチ ヤツ トなどのツールを使うには 


ここでは、代表的なソフトとして、 NetMeeting 、 MSN Messenger を利用する場合の設定を説明して 
います。本製品は、 NetMeeting、MSN Messenger ( Ve 「.6.2 以降）に対応しています。各アプリケー 
シヨンの使い方は、各ソフトのヘルプやホームページをご覧ください。 


•NetMeeting 

ここでは、 DMZ 機能を使います。「詳細設定」一 「 DMZ 」（ P .49) で NetMeeting を使用するパソコンを 
選択してください。 

DMZ 機能の対象となっているパソコンは、本製品のファイアウォール機能が無効になるため、 
セキュリティが弱くなります。 DMZ 機能は、必要な場合のみ有効にしてご使用ください。 


參 MSN Messenger ( Ve 「.6.2 以降） 

本製品は UPnP に対応しているので 、 MSN Messenger を利用する際は、自動的に本製品の設定が行われ 
ます。 


2 


1設定ユーティリティの「その他各種設定」一 「 UPnP 」（ P .61) をクリックして、画面を開きます。 

2 「 UPnP を使用する」を「有効」にします。 

• MSN Messenger 、 NetMeeting は1台のパソコンでのみ使用できます 0 

• MSN Messenger は Ver . 6.2 で動作確認しております 0 
•対応 0 S は Windows XP Service Packl ( SP 1) 以降のみです 0 

3 「使用ポート」をクリックして、ポートの状態を確認します。 


2 
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外音 B にサー 7 V を公開するには 

•バーチャル•サーバを使用する 

バーチャル • サーバ機能を利用して外部にサーバを公開する設定例です。 

1[詳細設定] 一「バーチャル•サーバ」をクリックします。 

2 「バーチャル • サーバ」の「有効」を選択します。 

3 [追加]をクリックして、接続先のパソコンを選択し、「プ□トコル」と「サービスタイプ」を設定し 


7^1「入カポート番号」および「出カポート番号」は、「プロトコル」で「ユーザ定義」を選択した場 
メモ合に、任意の数値を入力します。 


詳しくは、 「 PART 3 設定ユーティリティを見てみよう」の「バーチャル•サーバー」 （ P .46) をご覧ください。 


•ダイナミック DNS を使用して URI _ でアクセスする 

インターネット側からドメインネーム （ URL ) を使用して、バーチャル•サーバなどに接続することができ 
る設定例です。 

1本製品がインターネットに接続しているときに、「ダイナミック DNS 」 画面にある 「 DynDNS . org 」 
(無料サービス）または rivyNetWorkJ (有料サービスを選択して設定を行います。そのときの「□グ 
イン名」、「□グインパスワード」、「ドメイン名」は控えておいてください。 

2 本製品の「ダイナミック DNS 」 画面に戻り、手順1で設定した「□グイン名」、「□グインパスワード」 
および「ドメイン名」を入力し、[設定]をクリックします。 

詳しくは 「 PART 3 設定ユーティリティを見てみよう」の「ダイナミック DNS 」（ P .50) をご覧ください。 

If ] r@Net DDNSJ (有料サービス/ 「@ NetHome 」 会員のみ）をご利用いただく場合は、加入者サ 
km] ポートページより、家庭内ネットワーク内のダイナミック DNS (ホームモニタリング）からお 
申し込みください。 
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マルチ PPPoE で 2 つの接続先を使い分けるには 


(プ□バイダと、フレッツ • スクウェア/フレッツ • コネクト/フレッツ • コミュニケーションを利用する） 

•プロバイダとフレッツ•スクウ I アに接続する 

通常はプ □バイダに 接続しますが、 rfietsj のドメイン名が含まれた URL が入力されたときに 「フ レッツ • 
スクウェア」に自動的に接続させることができます。「フレッツ•スクウェア」を利用するには、「セッショ 
ン2」に設定を行うことで利用可能になります。 

例：通常のプロバイダへの接続設定を「セッション -1 の Account -1」 に、「フレッツ•スクウェア」へ 
の接続設定を「セッション -2 の Account -2」 に設定する場合 

1通常のプ□バイダの設定を行います。 「 WAN 側設定」をクリックし、 「 PPPoE 」 画面で「セッション- 
1」をクリックします。 

2 「セッション選択」は「セッション-1」を選択し、「アカウント選択」は任意のアカウントを選択しま 
す（例として 「 Account - l 」 を選択します)。 

3 通常のプ□バイダから通知された内容（「ユーザ名」、「パスワード」）を入力し、 「 PPPoE サービス- 
タイプ」 は 「 PPPoE 」 を選択し、[設定]をクリックします。 

4次にフレッツ•スクウェアの設定を行います。「セッション選択」は「セッション-2」を選択し、「ア 
カウント選択」は任意のアカウントを選択します（例として 「 Account -2」 を選択します)。 

5 「ユーザ名」と「パスワード」は、それぞれ下記の表の内容で入力します。 「 DNS サーバ」は「自動設 
定」を選択します。 



NTT 東日本のエリアのお客様 

NTT 西日本のエリアのお客様 

ユーザ名 

guest@flets 

flets@flets 

パスワード 

guest 

flets 


(2005 年5月現在) 


6 「 DNS サーバ」は「自動設定」をクリックします。 

7 画面上側にある 「 PPPoE 」 のラジオボタンをクリックし、 「 PPPoE 」 画面が表示されたら「接続先設 
定」をクリックします。 

9 [追加]をクリックして追加画面を表示させます。 

9 「接続アカウント」を 「 Account -2 ( S 2)」 を選択します （「( S 2)」 はセッション2を示します）。 
10「ルール選択」で「ドメイン名」を選択し、 「. flets /」 と入力します。 

11[設定]をクリックします。 

12「システム設定」一「システム，リブート」を実行します。 

詳しくは、 「 PART 3 設定ユーティリティを見てみよう」の 「 PPPoE 」（ P .34) をご覧ください。 
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•フレッツ•コネクト ( NTT 東日本)を利用する 

フレッツ•コネクトは、 B フレッツ、フレッツ • ADSL をご利用のお客さま同士による、 IP 電話機能などの 
音声 • 映像 • データによる多彩な通信サービスを提供します。簡単な番号（コネクト ID ) により相手先の IP 
アドレスを意識することなく接続できます。フレッツ•コネクトを利用するには、「セッション2」に設定を 
行うことで利用可能になります。 

例：通常のプロバイダへの接続設定を「セッション -1 の Account -1」 に、「フレッツ • コネクト」への 
接続設定を「セッション -2 の Account -2」 に設定する。 

1 P .66 の手順1〜3をご覧になり、通常のプ□バイダへの接続設定を行います。 

2 次にフレッツ•コネクトの設定を行います。「セッション選択」は「セッション-2」を選択し、「アカ 
ウント選択」は任意のアカウントを選択します。例として 「 Account -2」 を選択します。 

3 フレッツ•コネクトで使用する「ユーザ名」、「パスワード」をそれぞれ入力します。 

4 「 DNS サーバ」は「自動設定」を選択します。[設定]をクリックし、[戻る]をクリックします。 

5 「接続先設定」をクリックして、フレッツコネクトの追加設定をします。 

[追加]をクリックして追加画面を表示させます。「アカウント選択」は 「 Account -2 ( S 2)」、 
「ルール選択」を「ネットワーク」にして、 n 72.0.0.0/8」 を入力し、[設定]をクリックし 
ます。接続先設定画面に戻ります。 

[追加]をクリックして追加画面を表示させます。「アカウント選択」は 「 Account -2 ( S 2)」、 
「ルール選択」を「ドメイン名」にして、 「. flets /」 を入力し、[設定]をクリックします。 

[追加]をクリックして追加画面を表示させます。「アカウント選択」は 「 Account -2 ( S 2)」、 
「ルール選択」を「ドメイン名」にして、 「. connect 」 を入力して[設定]をクリックします。 

①〜③の「アカウント選択」は必ず同一のアカウントにしてください。 


6 「接続先設定」画面の一覧に n 72.0.0.0/8」 r . flets / J 「. connect 」 が登録されていることを確認し 
て[戻る]をクリックし、 PPPoE の設定画面に戻ります。 

7 [戻る]をクリックします。 

8 「その他各種設定」をクリックします。 

9 「 UPnP 」 をクリックして、 「 UPnP を使用する」の「有効」を選択し、 「 WAN 側 IP のセッションを選 
択する」と「セッション2」を選択して[設定]をクリックします。 

10「システム設定」一「システム • リブート」を実行します。 

以上で、フレッツ • コネクトを利用するための本製品の設定は終わりです。ネットワークコミュニケーショ 
ンソフトを起動して、フレッツ • コネクトをご利用ください。 


① 

② 

③ 

W 

メモ 
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2 


PPPoE ブリッジ接続でフレッツ • コネクトを使用する場合は、「フレッツ • コネクト」セット 
アップガイドをご覧ください。 

フレッツ. コネクトをセッション1に設定した場合は 、 MSN Messenger などのメッセン 
ジャーソフトはご利用できません。 

UPnP を使用するセッションをフレッツ•コネクトで接続するため 、 MSN Messenger などの 
メッセンジャーソフトはご利用できません。 


•フレッツ•コミュニケーション ( NTT 西日本)を利用する 

フレッツ•コミュニケーションは、 B フレッツ、フレッツ . ADSL をご利用のお客さま同士による、 IP 電話 
機能などの音声 • 映像 • データによる多彩な通信サービスを提供し ます。 簡単な番号 （コネ クト ID ) により 
相手先の IP アドレスを意識することなく接続で きます。 「フレッツ•コミュニケーション」を利用するには、 
「セ ッション2」に設定を行うことで利用可能になり ます。 

例：通常のプロバイダへの接続設定を「アカウント1の Account -1」 に、「フレッツ•コミュニケーショ 
ン」への接続設定を「セッション -2 の Account -2」 に設定する。 

1 P .66 の手順1〜3をご覧になり、通常のプ□バイダへの接続設定を行います。 

2 次にフレッツ•コミュニケーションの設定を行います。「セッション選択」は「セッション-2」を選択 
し、フレッツ•コミュニケーションで使用する「ユーザ名」、「パスワード」をそれぞれ入力します。 

3 「 DNS サーバ」は「自動設定」を選択します。 

4 [設定]をクリックして設定内容を保存し、[戻る]をクリックします。 

5 「接続先設定」一[追加]をクリックして「接続先設定」画面を表示させます。 

6 「接続先設定」をクリックして、フレッツ•コミュニケーションの追加設定をします。 

① [追加]をクリックして追加画面を表示させます。「アカウント選択」は 「 Account -2 ( S 2)」、 
「ルール選択」を「ネットワーク」にして、「219.111.224.0/20」を入力し、[設定]をク 
リックします。接続先設定画面に戻ります。 

② [追加]をクリックして追加画面を表示させます。「アカウント選択」は 「 Account -2 ( S 2)」、 
「ルール選択」を「ドメイン名」にして、 「. flets - c . jp 」 を入力し、[設定]をクリックします。 


« 


①と②の「アカウント選択」は必ず同一のアカウントにしてください 


7 「接続先設定」画面の一覧に r 219.111.224.0/20」 「. flets - c . jp 」 が登録されていることを確認し 
て[戻る]をクリックし、 PPPoE の設定画面に戻ります。 

8 [戻る]をクリックします。 

9 「その他各種設定」をクリックします。 

10 rUPnPJ をクリックして、 「 UPnP を使用する」の有効を選択し、 「 WAN 側 IP のセッションを選択す 
る」と「セッション2」を選択して[設定]をクリックします。 


11「システム設定」一「システム，リブート」を実行します。 
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以上で、フレッツ•コミュニケーションを利用するための本製品の設定は終わりです。ネットワークコミュ 
ニケーシヨンソフトを起動して、フレッツ • コミュニケーションをご利用ください。 


- UPnP を使用するセッションをフレッツ•コミュニケーションで接続するため 、 MSN Messen - 
km \ ger などのメッセンジャーソフトはご利用できません。 


•複数固定 IP サービスを利用するには ( Unnumbered 利用） 

各プ□バイダが提供する複数固定 ip アドレスサービスを利用することにより、プ□バイダから割り当てられ 
た複数のグローバル固定 ip アドレスを本製品および本製品に接続されたパソコンにそれぞれ設定して、サー 
ノ（公開などが可能になります。 

例：本製品の元の設定… IP アドレスが「192.168.1.1」サブネットマスクが f 255.255.255 .0 J 


項目名 

プ□バイダからの情報 

IP アドレス 

XXX . 〇〇〇. □□□. 113〜 XXX . 〇〇〇.□□□.120 

サブネットマスク 

255.255.255 .♦♦♦ 

DNS サーバ 

12.34.56.12 


設定するパソコンの IP アドレスを「 XXX . 〇〇〇. □□□.115」と設定したい場合 

1 「 WAN 側設定」一 rPPPoEJ 画面を表示させて、任意のアカウントを選択して、「ユーザ名」、「ユー 
ザパスワード」を入力します。 

2 その他を以下のように設定します。 

• PPPoE サービス.タイプ -^ 「Unnumbered IP 」 にします。 

• ルーター IP — 「 XXX .〇〇〇■□□□」13」と入力します（プ□バイダから割り当てられた最初の 
IP アドレスが入ります）。 

• サブネットマスク「255. 255. 255.♦♦令」と入力します。 

• DNS サーバー--「マニュアル設定」をクリックし、 「 DNS サーバー1」に「12.34.56.12」と入 
力します。 

3 [設定]をクリックします。 

4 「システム設定」一「システム • リブート」の実行をクリックします。 

5 設定するパソコンの固定 IP アドレスを以下のように変更します。 

• IP アドレス—「 XXX .〇〇〇.□□□.115」（設定したい IP アドレス） 

• サブネットマスク「255.255.255.♦♦令」 

•デフオルトゲートウェイ—「 XXX .〇〇〇 .□□□. 113」（ルータ IP と同じで可） 

TCP/IP の 変更方法については、本書の 「 PART 2 ネットワークに接続しよう」 の「パソコンの 
ネットワークを設定しよう」 （ P .7 〜）をご覧いただくか、各 0 S の取扱説明書をご覧ください。 


6 本製品の設定画面に再度アクセスする場合は、 Web ブラウザのアドレス欄に入力する IP アドレスを 
「 WAN 側設定」で設定した「 XXX .〇〇〇.□□□」13」と入力します。 

詳しくは、 「 PART 3 設定ユーティリティを見てみよう」の 「 PPPoE 」（ P .34) をご覧ください。 

Unnumbered を利用する場合は、 LAN 側のパソコンに固定 IP アドレスを設定する必要があります。 

注意 
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その他のルーテイング設定例 


ここでは本製品の下位にルータを追加する場合を説明します。 


•スタティックルートの設定 

隣接するルータが RIP に対応していない場合は、手動で通信経路を指定します。 

例：「ネットワーク•アドレス：192.168.3.0、サブネットマスク: 255.255.255 .0 J というネットワーク 
を追加する。 



※接続例のサブネットマスクは、すべて「255.255.255.0」です。 

※192.16 8.3 で始まる IP アドレスへの通信はすべて192.168 .2.250 に転送 


1設定画面から「詳細設定」一「ルーテイング」一「スタティック」をクリックし、[追加]をクリック 
して次の設定を行います。 



① 

② 

③ 

④ 


① 「ネットワーク•アドレス」には、通信の宛先となるネットワークアドレスを入力してください。 
(例： 192.168.3.0) 

② 「サブネットマスク」には、ネットワークアドレスのサブネットマスクを入力します。 

(例： 255.255 .255.0) 
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③ 「ゲートウェイ」は、経路となるルータの IP アドレスを入力してください。 

(例：192.168 .2.250) 

④ 「インターフェース」は、ゲートウェイ欄で指定したルータが、 LAN 側と WAN 側のどちらに 
存在しているのかを選択してください。 

(例： LAN を選択） 


2 [設定]をクリックし、ルーテイング画面で設定を追加します。 

3 「システム設定」一「システム • リブート」を実行します。 


• RIP の設定 

LAN 側の別途ルータが存在する場合は、そのルーティング経路を本製品に設定する必要があります。本製品 
はダイナミックルーティングプロトコルである RIP 機能に対応していて、隣接するルータと RIP によって、 
自動的に経路の情報を交換できます。 

隣接するルータが RIP に対応していないときは、手動でルート設定をする必要があります。設定 
方法については「スタティックルートの設定」 （ P .70) をご覧ください。 


1設定画面から「詳細設定」一「ルーティング」一「ダイナミック （ RIP )」 をクリックし、次の設定を 
行います。 

• RIP バージョンは、 RIP 機能を使用するかどうか、使用する場合はバージョン ( v)l か2を選択しま 
す。隣接するルータにも同様にバージョンを選択します。 

• RIP 送信/受信は、 RIP を送信するか、受信するかを選択します。 



詳細設定/ルーティング/ダイナミック （ RIP ) 


|RIP バージョン 

_ V 


|RIP 送信 

無効 V 


[RIP 受信 

無効 v| 


圍 

同 


2 [設定]をクリックします。 

3 「システム設定」一「システム • リブート」を実行します。 
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本製品を無線アクセスポイントとして使用するには 


アッカ•ネットワークスやイー•アクセス、 NTT などのルータ機能付きモデムをご使用の場合、本製品のルー 
夕機能をオフにすると、本製品を無線アクセスポイントとして使用できます。 

• 本書の手順を行う前に、ルータ機能付きモデムとパソコンのみを接続して、問題なく通信がで 
きるかご確認ください。ルータ機能付きモデムの接続および設定方法につきましては、お使い 
のモデムの取扱説明書をご覧ください。 

• 本製品にネットワーク機器を接続されている場合、正しく設定が行われない可能性があります 
ので、本書の手順を行う際には、必ず設定用パソコンと本製品のみを接続して行ってください。 

1パソコンの CD - ROM ドライブに、付属の「簡単ルーター接続ソフト」 （ CD - ROM ) をセットします。 

2 次のいずれか画面が表示されたら、[終了]をクリックします。 


2 


eorsga 簡単ルーター接毓ソフト 


corega 簡単ルーター接続ソフト 


ルーターに接続します. 
パソコンとルーターとの接続を確認し、 
「ログイン」をクリックしてください。 


□グィン 

I I- 

<^orega> 


ルーターに接続します. 

ルーターへの接続時に、インターネットの設定を変更します. 

起動中のアプリケーションは全て終了してください. 
よろしければ、パソコンとルーターとの接続を確認し、 

「ログイン」をクリックしてください。 


□グイン 


[ \ 


(jcoregap 


[終了]をクリックします。 


3 Internet Explorer を起動し、アドレス欄に|"1 92.1 68.1 .1」と入力して[移動]をクリックします。 

4 □グイン画面が表示されますので、ユーザー名に 「 root 」 と入力し、パスワードを空欄のままにして 
[〇 K ] をクリックします。 

5 画面左側のメニューから 「 LAN 側設定」をクリックします。 

6 「 LAN 側 IP アドレス」の入力欄に「192.168.1.230」と入力し、[設定]をクリックします。 



LA _ 設定 

MAC アドレス 


LAN 側 IP アドレス 

1 卜 l F 6 B 1. LJ . [23〇]|- 


サブ木ットマスク 

[255 |.[2~55 1.12551.10 

l ( Mj ] 國國 


① IP アドレスを入力します。 

② [設定]をクリックします。 


^1ルータ機能付きモデムの IP アドレスが H 92.168.1.1」の場合は、必ず手順5と6を行ってくだ 
注意 さい0 


7^1手順6で入力している IP アドレスは一例です。実際にはお使いのネットワークにあわせた数値 
既\ を入力してください。 
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7 Internet Explorer のアドレス欄に「192.168.1.230」と入力して[移動]をクリックします。 

手順7以後、本製品の設定ユーティリティにアクセスする場合は、 Web ブラウザのアドレス欄 
に手順6で設定した IP アドレスを入力してください（例では「192.168.1.230」）。 

8 □グイン画面が表示されますので、ユーザー名に 「 root 」 と入力し、パスワードを空欄のままにして 
[〇 K ] をクリックします。 

9 画面左側のメニューから「システム設定」をクリックします。 

10「ルーター機能」を「無効」にし、[更新]をクリックします。 


2 


システム設定 


管理者ログイン名 

|mot 


管理者ログイン■バスワード 

! 1 


バスワードの確認 

! 1 


IP マスカレード ■ テーブル保持時間 

||1〇 1 分 (10 〜 300) 


URL ホーム 

corega.home 


ダイしクト PPPoE 

L 有む 


ルーター 機能 



無線アクセスポイント機能 

「 11g 有効 V 


JumpStart 

有効V 


|觸設定 

自動)設定V 


工場出荷時の状態へ戻す | 


|システム ■ リブート 

晒 


啤保存 

1 画 


|雖詨込^ 

[読込 1 


フ7 —ムウ Iァ 更新 


IT 蝴 _ 國 


①「無効」を選択します。 


②[更新]をクリックします。 


11「簡単ルーター接続ソフト」をパソコンの CD - ROM ドライブから取り出します。 

12パソコンの電源を OFF にし、モデムに接続している LAN ケーブルを本製品背面の空いている LAN 
ポート （1 〜 4) に挿します。 

手順12以後、本製品の WAN ポートは使用しません。 

注意 


13モデム、パソコンの電源を入れます。 
以上で設定は終了です。 
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PART 


トラブルや疑問があつた 5 


本製品を使っていて「困ったな」「うまく動かない…」と思ったとき、疑問があったときは、この PART で 
解決方法を探してください。 


解決のステップ 


1. 取扱説明書や契約書を確認する。管理者に確認する 

それでも解決しないときは… 

2. この PART の Q & A を確認する 

【トラブルは？】 

•インターネットに接続できない 

① プ□バイダとの契約や回線工事は完了していますか？ 

② 電源は入っていますか？ 

③ モデム◎インターネット側への回線は正しく接続されていますか？ 

④ ケーブル（モデム◎本製品〇パソコン）は正しく接続されていますか？ 

⑤ その他の接続は大丈夫ですか？ 

⑥ パソコンのネットワークアダプタは正しく動作していますか？ 

⑦ パソコンのネットワーク設定は正しく設定しましたか？ 

⑧ プ□バイダからの入力事項を正しく設定しましたか？ 

⑨ Web ブラウザの設定は正しいですか？ 

•バソコン同士がつながらない 

• ファイルやプリンタが利用できるようにネットワーク設定をしましたか？ 

•本製品の設定ユーティリティが起動しない 
•本製品の設定ユーティリティにログインできない 
•ファームウェアのアップデートに失敗した 

【疑問は？】 

•パソコンの IP アドレスを調べたい 

•本製品のパスワードを変更したい 

•最新のフ ァーム ウェアを入手してアップデートしたい 

•本製品の設定のバックアップを取る。元に戻す 

•本製品を再起動する 

•本製品を工場出荷時の状態にもどす 

それでも解決しないときは… 

3■コレガのホームページの情報を活用する 

それでも解決しないときは… 

4. それでも解決しなければ、サボート窓口に問い合わせてみる 
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取扱説明書や契約書を再確認する/管理者に確認する 


本書以外にもプ□バイダ契約時の設定ガイドや取扱説明書、モデムの取扱説明書、パソコンに付属の取扱説 
明書をお手元にご用意ください。ネットワークにつながらない原因は複雑なため、本製品の設定が正しくて 
も、他の設定が間違っていたり、外部の装置の問題で正しくつながらないこともあります。この PART の「イ 
ンターネットに接続できない」の項目をすべて確認してもつながらない場合は、プ□バイダ、パソコンのメー 
力などに問い合わせてみてください。なお、企業でお使いの方はネットワークの設定がオフィスによって決 
められていることがあります。接続できない場合はネットワーク管理部門や部内のネットワーク管理者など 
に確認してください。 


QSiA 


參インターネットに接続できない 

以下の項目を順番に確認し、チェックを付けてください。 

① プ□バイダとの契約や回線工事は完了していますか？ 

巳フレッツまたはフレッツ • ADSL +対応プロバイダなどの場合 
□回線適合調査でサービス可能と認定され、工事は完了したか 
□巳フレッツまたはフレッツ • ADSL に対応したプ□バイダの工事は完了したか 

② 電源は入っていますか？ 

各接続機器の電源 LED がついているか、または AC アダプタなどが外れていないかを確認してください。 
□ ADSL モデムまたは回線終端装置などに電源が入っているか ( AC アダプタが外れていないか） 
□本製品に電源が入っているか ( AC アダプタが外れていないか） 

③ モデム〇インターネット側への回線は正しく接続されていますか？ 

□モデム （ ADSL モデム、回線終端装置）とケーブル（電話回線用モジュラケーブル、同軸ケーブル、 
光ケーブル）が正しく接続されているか 

詳しい接続については、モデムや回線終端装置に付属の取扱説明書をお読みください。 

④ ケーブル（モデム〇本製品〇パソコン）は正しく接続されていますか？ 

□本製品と ADSL モデムまたは回線終端装置は LAN ケーブルで正しく接続されているか 
本製品とモデムが正常に接続されていると WAN LED が点灯します。点灯していない場合は、ケー 
ブ) レを差し直すなどしてみてください。 

□本製品とパソコンは LAN ケーブルで正しく接続されているか 
パソコンと本製品が正常に接続されている場合は、パソコンに電源が入っていると本製品の前面にあ 
る各 LAN ポートの通信状態 LED が点玎します。ノぐノコンに LAN ボードまたは LAN 力ードがきち 
んと挿入されているか、 LAN ポートに正しくケーブルが接続されているかも再度確認してください。 

⑤ その他の接続は大丈夫ですか？ 

フレッツ • ADSL の場合 

□スブリッタの出カポートの接続は正しいか（電話用と ADSL モデム用があります） 

ADSL モデム、スブリッタの取扱説明書をご覧になり確認してください。 


⑥パソコンのネットワークアダプタは正しく動作していますか？ 

□パソコンのネットワークアダプタのドライバの設定は正しいか 

「 PART 2 ネットワークに接続しよう」の「パソコンのネットワーク設定をしよう」 （ P .7) をご覧 
になり、パソコンのネットワークアダプタが正常に動作していることを再度確認してください。 
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⑦ パソコンのネットワーク設定は正しく設定しましたか？ 

□バソコンの TCP / IP が正しく設定されているか 

「 PART 2 ネットワークに接続しよう」の「パソコンのネットワーク設定をしよう」 （ P .7) をご覧 
になり、パソコンの TCP / IP が正しく設定されていることを再度確認してください。 
□割り当てられた固定 IP アドレスなどが設定されているか 
プ□バイダから複数の固定 IP アドレスを割り当てられている場合は、次の手順でそれぞれのバソコ 
ンのネットワーク設定を行ってください。 

• Windows XP の場合 ( P .7) 

「 TCP / IP プロトコルを確認する」の手順7「インターネットプロトコル （ TCP / IP ) のプロパティ」 
画面で、 「 IP アドレス」、「サブネットマスク」、「ゲートウェイ」を設定してください。 

• Windows 2000の場合 ( P .10) 

「 TCP / IP プロトコルを確認する」の手順5 「 TCP / IP のプロパティ」画面で、 「 IP アドレス」、「サ 
ブネットマスク」、「ゲートウェイ」を設定してください。 

• Windows Me /98 SE の場合 ( P .14) 

「 TCP / IP プロトコルを確認する」の手順5 「 TCP / IP のプ□パティ」画面で、 「 IP アドレス」、「サ 
ブネットマスク」、「ゲートウェイ」を設定してください。 

⑧ プ□バイダからの設定事項を正しく入力しましたか？ 

□契約時の設定事項を本製品およびパソコンに正しく入力したか 

「 PART 2 ネットワークに接続しよう」の「本製品の設定をしよう」 ( P .21) で設定する、プ□バイ 
ダからの設定事項をすべて設定ユーティリティに正しく入力しないとインターネットには接続でき 
ません。パスワードは入力を間違っても画面上で確かめることができませんので、再度入力をやり 
直してみてください。大文字/小文字が区別される場合もありますので注意してください。 

⑨ Web ブラウザの設定は正しいですか？ 

□ Web ブラウザの設定項目は正しいか 

Web ブラウザの設定についてはプ□バイダ契約時の取扱説明書、パソコンに付属の取扱説明書や 
0 S のヘルプなどをご覧ください。 

Windows 98 SE をお使いの場合、はじめてインターネットに接続すると、インターネット接続ウィ 
ザードが表示されます。その場合、次の手順で設定してください。 

1「インターネット接続を手動で設定するか、□一カルエリアネットワーク ( LAN ) を使って接 
続します」をクリックし、[次へ]をクリックします。 

2 「□一カルエリアネットワーク （ LAN ) を使って接続します」をクリックし、[次へ]をクリッ 
クします。 

3 「プロキシーサーバーの自動検出」のチェックボックスをクリックしてチェックを外します。 

4 「インターネットメールアカウントの設定」画面で「いいえ」をクリックし、[次へ]をクリッ 
クします。 

5 「完了」をクリックします。 

パソコンをダイヤルアップ環境で利用されていた場合は、お使いの 0 S によっては Web ブラウザの 
設定を変更する必要があります。プ□バイダ契約時の取扱説明書、パソコンに付属の取扱説明書や 
0 S のヘルプなどをご覧ください。 
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•バソコン同士がつながらない 

• ファイルやプリンタが利用できるようにネットワーク設定をしましたか？ 

□パソコンのネットワーク共有サービスの設定を行う 
本製品の LAN ポートに接続されたパソコン同士がデータのやり取りをするには、共有ネットワーク 
の設定が必要です。複数台のパソコンでデータのやり取りをする場合、 Windows では Microsoft 
ネットワーク共有サービスを使ったワークグループ接続（ピアツーピア接続）が一般的です。設定 
方法については、各 0 S のヘルプをご覧ください。 


參本製品の設定ユーティリティが起動しない 

• パソコンのネットワーク設定は正しくできていますか？ 

□パソコンの TCP / IP が正しく設定されているか 

「 PART 2 ネットワークに接続しよう」の「パソコンのネットワーク設定をしよう」 ( P .7) をご覧 
になり、パソコンの TCP / IP が正しく設定されているか再度確認してください。 

• プロキシサーバを使う設定になっていませんか？ 

□ Web ブラウザのプロキシサーバの設定は正しいか 

「 PART 2 ネットワークに接続しよう」の 「 Web ブラウザの設定をしよう」 （ P .18) をご覧になり、 
Web ブラウザでプロキシサーバを使用しない設定にしてください。 

• すでにフレッツ • ADSL / B フレッツに接続している場合は 

これまでパソコンに ADSL モデムなどを直接接続して、フレッツ • ADSL / B フレッツに接続していた 
場合は、次の点を確認してみてください。 

□ Windows XP で、 PPPoE 接続の設定がされていませんか？ 

Windows XP の「コントロールパネル」一「ネットワークとインターネット接続」一「インター 
ネット接続」で、「広帯域」の接続が作成されていると、ルータの設定ができません。「広帯域」の 
接続を削除してください。 

□「フレッツ接続ツール」を使用していませんか？ 

NTT より配布されている「フレッツ接続ツール」を使用して、フレッツ • ADSL / B フレッツに接 
続するように設定されていると、ルータの設定ができません。「フレッツ接続ツール」を削除してく 
ださい。 

•本製品の設定ユーテイリテイにログインできない 


• 別のパソコンが□グインしていませんか？ 

別のパソコンが□グインしていないか確認してくださし)。別のパソコンが□グアウトしたら、もう一度 
□ グインしなおしてください。 

• パスワードを忘れた 

本製品を工場出荷時の状態に戻してください。パスワードがクリアされます。本製品を工場出荷時の状 
態に戻す方法は、この PART の「本製品を工場出荷時の状態に戻す」 （ P .84) をご覧ください。パスワー 
ドを設定したい場合は、この PART の「本製品の□グイン名（ユーザ名）、パスワードを変更したい」 
( P .79) をご覧になり、再設定してください。 

Jf ] 本製品を工場出荷時の状態に戻すと、今まで設定していた情報がすべて消えてしまいますので、 
3 m \ 再設定する必要があります。 
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•ファームウェアのアップデートに失敗した 

本製品を工場出荷時の状態に戻してから、再度、ファームウェアのアップデートを行ってください。本製品 
を工場出荷時の状態に戻す方法は、この PART の「本製品を工場出荷時の状態に戻す」 （ P .84) をこ'覧くだ 
さい。 


If ] 本製品を工場出荷時の状態に戻すと、今まで設定していた情報がすべて消えてしまいますので、 
km ] 再設定する必要があります。 


•パソコンの IP アドレスを調べたい 

パソコンの IP アドレスを調べるには、次の方法を行ってください。 Windows 以外の 0 S については、 0 S の 
ヘルプや取扱説明書をご覧ください。 

■ Windows XP / 2000の場合 

1「スタート」一「すべてのプログラム 」 (Windows 2000の場合は「プログラム」）一「アクセサリ」一 
「コマンドプ□ンプト」をクリックします。 


2 キーボードから 「 ipconfig 」 と入力して、 「 Enter 」 キーを押します。パソコンの IP アドレスが表示さ 
れます。 


Microsoft Windows XP [Version 5.1 .2600] 
(C) Copyright 1985-2001 Microsoft Corp. 


C ： VDocuments and Sett ings¥corega>[ipconf ig } 


3 IP アドレスを確認します。 


Ethernet adapter ローカルエリア接続： 


Connection-specific DNS Suffix ■ 


IP Address. 

:1192.163.1.111- 

Subnet Mask . 

: 255.255 .255.0 

Default Gateway . 

:192.168 .1.1 


ripe 〇 nfig 」 と人;^します。 

※画面例 

rc：¥Documents and Settings 
VcoregaJ の部分は、バソコンの使用 
環境によって表示が異なります。 


IP アドレスが表示されます。 

※正しく表示されなし、場合は 、 「ipconfig 
■/ renew 」 と入力して、 「 Enter 」 キーを 
押します(■は半角スペースを入力し 
ます)。 


■ Windows Me /98 SE の場合 

1「スタート」一「ファイル名を指定して実行」をクリックします。 


2 「名前」の欄に 「 winipefg 」 と入力して、[〇 K ] をクリックします。 

3 パソコンで使用しているネットワークアダプタを選択すると、パソコンの IP アドレスが表示されます。 
正しく表示されない場合は、[解放]をクリックした後、[書き換え]をクリックしてください。 


-Inl x| 


Ethernet アタブタ關 


| [[■ 科料翻 i.fjiftap . 講翊 111 Pjji: ▼ | 


i > m アドレス 


192.168 .1.1 2 


IP ァドレス 
サブネットマスク I . 

デフォルトゲートウ I イ| 192.168 .1.1 


255.255 .255.0 


0K 


m ^< s ) 者き換え ( h ) 」 


すべて放(が」すべて害き換え卿」 I ^ B ( M )» J 


■①ご使用のネットワークアダプタを選 
択します。 

※実際に表示される名称は、ご使用 
になっているネットワークアダプ 
夕のメーカ、機種によって異なり 
ます。 

■②確認します。 
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•本製品の□グイン名(ユーザ名)、パスワードを変更したい 

本製品の□グイン名（ユーザ名）、パスワードは、次の手順で変更できます。 
1設定ユーティリティを起動し、「システム設定」画面を表示させます。 


システム設定 


_理者ログイン名 J|root 


管理者ログイン■バスワード 

□ - 

バスワードの確認 

□ - 

IP マスカしード ■ テーブル保持時間 

||io | 分 (10 〜 300) 

URL ホーム 

||coreea.home 

ダイしクト PPPoE 

有効V 

ルーター機能 

有 対 ）V 

無線アクセスボイ: 7 F 機能 

\}U 有効 v 

JumpStart 

械 v 

|時間設定 

v 

工場出荷時の状態へ戻"^ 

困 

システム■リブート 

囲 

|設定保存 

圆 

設定読込 


ファームウヱア更新 


[更新 J| [W| {mi 




① 新しく設定する□グイン名を入力し 
ます。 

② 新しく設定するノ V ° スワードを入力し 
ます。 

③ 確認のため②で入力したパスワード 
を再度入力します。 


④[設定]をクリックします。 


2 管理者□グイン名、管理者□グインパスワード、パスワードの確認に□グイン名と新しいパスワード 
を入力して[更新]をクリックします。 
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•最新のファームウェアを入手してアツプデートしたい 


本製品の機能強化のため、予告なくファームウェアのバージョンアップを行うことがあります。最新のファー 
ムウエアは弊社のホームページ （http://www.corega.co.jp/) から入手してください。 


•更新するファームウヱアのバージョンによっては、お客様が更新前に設定されたデータが反映 
k 意 I されない場合があります。 

• ファームウェアをアップデートする前に、本製品の設定内容をメモしておいてください。 

• ファームウェアをアップデート中は、他の操作を行ったり、本製品の電源を切ったりしないで 
ください。ファームウェアのアップデートに失敗したり、本製品の故障の原因となる場合があ 
ります。 


ここでは例として 「C:¥co「ega」 という名前のフオルダに 「XXXXXX.xxx」 というファイルを保存した場 
合で説明します。 

1設定ユーティリティを起動し、「システム設定」画面を表示させます。 

2 [ファームウェア更新]をクリックします。 



3 [参照]をクリックします。 


システム設定/ファームウェア更新 




ファームウエア■ファイル 


ICfM - ]}- 


I 更新] I 取消つ 


クリックします。 


クリックします。 


4 fC:¥coregaJ 内の 「XXXXXX.xxx」 を選択し、[開く]をクリックします。 



①「 XXXXXX . xxxJ を選択します。 


②[開く]をクリックします。 
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5 パスワードを設定している場合は、パスワードを入力してから[更新]をクリックします。 


システム設定/ファームウェア更新 


フ7—ムウエア■ファイル： [ 


コ L # 照 …I 


ld!^] i_ 


クリックします。 


6 次のダイア□グボックスが表示されたら [0 K ] をクリックします。クリックすると、ファームウェア 
の更新処理が開始されます。 



? J 更新します か？ 




L …………… W …………….II 

| キゃン セル 



クリックします。 


7 更新作業が終了したら、初期化スイッチを使って本製品を工場出荷時の状態に戻してください。詳し 
くは「本製品を工場出荷時の状態に戻す」 （ P .84) をご覧ください。 

Tfl ファームウェアのアップデートの再起動は初期化スイッチを使用してください。 

注意 


以上でフアームウェアの更新は終了です。 
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•本製品の設定のノ（ックアップを取る/元に戻す 

現在の設定内容をバックアップし、何らかの原因で設定内容が壊れたりした場合に、保存してあるバックアッ 
プファイルを使用して、設定を元に戻すことができます。 

■バックアップを取る 

1設定ユーティリティを起動し、「システム設定」画面を表示させます。 

2 「設定保存」の[保存]をクリックします。 



クリックします。 


3 「ファイルのダウン□ー ド」ダイア□グボックスが表示されたら[保存]をクリックします。 



クリックします。 


4 「名前を付けて保存」ダイアログボックスが表示されますので、[保存]をクリックし、保存する場所 
を指定してファイルを保存します。 


■元に戻す 

1設定ユーティリティを起動し、「システム設定」画面を表示させます。 
2 「設定読込」の[読込]をクリックします。 



クリックします。 
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3 画面が表示されたら、[参照]をクリックします。 


システム設定 / 設定読込 : 



設定ファイル : I im~] [- 

(Ti^l [&1 _ 


クリックします。 


4前ページ「本製品の設定のバックアップを取る」で保存したファイルを選択して、[開く]をクリック 
します。 



①保存してあるファイルを選択します。 


②[開く]をクリックします。 


5 [読込]をクリックします。 


システム設定 / 設定読込 : 



設定ファイル：巨 : i f 参照 … ) 

[[読込 |] fW| _ 


クリックします。 


以上で、本製品の設定を元に戻すことができました。 


參本製品を再起動する 

本製品のシステムを再起動します。設定を変更した場合には、本製品を再起動して設定内容を反映させてく 
ださい。本製品を再起動する操作は「工場出荷時の状態に戻す」操作とは異なりますのでご注意ください。本 
製品を再起動するには、次の2つの方法があります。 


■初期化スイッチを使う 

1本製品の電源が入っている状態で、ゼムクリップなど堅くて先の細いものを使用し、本製品背面にあ 
る初期化スイッチを押します。 

2 初期化スイッチを5秒未満で離します。ステータス LED が点灯後に消灯したら、再起動は完了です。 

Tfl 初期化スイッチを5秒以上押すと、本製品の設定が工場出荷時の状態に戻ってしまいますので、 
注意 I ご注意ください。 
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■設定ユーティリティを使う 

1設定ユーティリティを起動し、「システム設定」画面を表示させます。 
2 「システム • リブート」の[実行]をクリックします。 



クリックします。 


3 「システム • リブートを実行しますか？」と表示されるので、 [0K] をクリックします。 



V 戴潛接本製品扣-卜す站要麵封 


| OK j [ キャンセル1 



クリックします。 


4 システム • リブート中に、電源 LED が消え、再び点玎したら再起動の完了です。 


•本製品を工場出荷時の状態に戻す 

本製品を工場出荷時の状態に戻すと、今まで設定した情報が初期値に戻ってしまいますので、重要な設定を 
している場合は、設定内容をメモに書き残したり、「本製品の設定のバックアップを取る/元に戻す」 （P.82) 
を実行し、再設定できるようにしておいてください。本製品を工場出荷時の状態に戻すには、次の2つの方 
法があります。 

■初期化スイッチを使う 

1本製品の電源がオンの状態で、背面の初期化スイッチを押します。初期化スイッチはゼムクリップな 
ど堅くて細いもので押してください。 

2 初期化スイッチを15秒以上押し、ステータス LED が点玎したら初期化スイッチを離します。 

3 ステータス LED が消玎すると、本製品が工場出荷状態に戻ります。 
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■設定ユーティリティを使う 

1設定ユーティリティを起動し、「システム設定」画面を表示させます。 
2 「工場出荷時の状態へ戻す」の[実行]をクリックします。 



クリックします。 


3 「工場出荷時の状態へ戻す」を実行しますか？と表示されるので、 [0 K ] をクリックします。 



クリックします。 


4 「処理しました」と表示されますので、「完了」をクリックします。 


コレガのホームページの情報を活用する 


コレガのホームページでは、お客様からのよくあるお問い合わせ情報やネットワークの一般知識を分かりや 
すく解説しています。困っていることを解決するヒントを見つけてください。 

http :// www . corega . co . jp / 
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MAC アドレスについて 


ご契約されているプ□バイダやインターネットサービスによっては、インターネットに接続できる機器を事 
前に申請する必要があります。その場合、 ADSL モデムなどに直接接続するネットワーク機器（本製品も含 
むパソコンなど）の MAC アドレスをプ□バイダに事前申請してください。 

本製品の MAC アドレスは本体底面に記載されております。 

LAN 側の MAC アドレスについては、設定ユーテイリテイのステータス （ P .44) で確認できます。 


おことわり 


-本書は、株式会社コレガが作成したもので、全ての権利を弊社が保有しています。弊社に無断で本書の 
一部または全部をコピーすることを禁じます。 

• 予告なく本書の一部または全体を修正、変更することがありますがご了承ください。 

• 改良のため製品の仕様を予告なく変更することがありますがご了承ください。 

• 本製品の内容またはその仕様により発生した損害については、いかなる責任も負いかねますのでご了承 
ください。 


©2005 株式会社コレガ 

corega は、株式会社コレガの登録商標です。 
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